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平成30年第４回占冠村議会定例会会議録（第１号） 

平成30年12月13日（木曜日） 

 

○議事日程 

  議長開会宣言（午前10時） 

  所管事項に関する委員会報告（議会運営委員会） 

日程第 １  会議録署名議員の指名について（５番・６番） 

日程第 ２  会期決定について 

  議長諸般報告 

  総務産業常任委員長報告 

  教育行政報告 

  村長行政報告 

日程第 ３  一般質問 

日程第 ４ 認定第 １号 平成 29 年度占冠村一般会計及び各特別会計歳入歳出決算認定

について 

日程第 ５ 議案第 １号 占冠村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一

部を改正する条例を制定することについて 

日程第 ６ 議案第 ２号 特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部を改正

する条例を制定することについて 

日程第 ７ 議案第 ３号 占冠村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を制定

することについて 

日程第 ８ 議案第 ４号 平成 30年度占冠村一般会計補正予算（第３号） 

日程第 ９ 議案第 ５号 平成 30 年度占冠村国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号） 

日程第 10 議案第 ６号 平成 30年度村立診療所特別会計補正予算（第２号） 

日程第 11 議案第 ７号 平成 30年度占冠村簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第 12 議案第 ８号 平成 30 年度占冠村公共下水道事業特別会計補正予算（第２

号） 

日程第 13 議案第 ９号 平成 30年度占冠村介護保険特別会計補正予算（第２号） 

 

○出席議員（７人） 

  議長  ８番 相 川 繁 治 君  副議長  １番 工 藤 國 忠 君 

      ３番 大 谷 元 江 君       ４番 長谷川 耿 聰 君 

５番 山 本 敬 介 君       ６番 五十嵐 正 雄 君 

７番 佐 野 一 紀 君 

 

○欠席議員（０人） 
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○出席説明員 

（長部局）     

占 冠 村 長 田 中 正 治  副 村 長 松 永 英 敬 

会 計 管 理 者 伊 藤 俊 幸  総 務 課 長 多 田 淳 史 

企 画 商 工 課 長 三 浦 康 幸  地 域 振 興 対 策 室 長 藤 田 尚 樹 

農 林 課 長 平 岡   卓  林 業 振 興 室 長 今 野 良 彦 

建 設 課 長 小 林 昌 弘  住 民 課 長 小 尾 雅 彦 

福祉子育て支援課長 木 村 恭 美  ト マ ム 支 所 長 平 川 満 彦 

総 務 担 当 主 幹 阿 部 貴 裕  職 員 厚 生 担 当 主 幹 森 田 梅 代 

財 務 担 当 主 幹 鈴 木 智 宏  企 画 担 当 係 長 佐々木 智 猛 

商 工 観 光 担 当 係 長 橘   佳 則  農 業 担 当 係 長 杉 岡 裕 二 

林 業 振 興 室 主 幹 髙 桑   浩  建 築 担 当 主 幹 嵯 峨 典 子 

環 境 衛 生 担 当 主 幹 後 藤 義 和  戸 籍 担 当 係 長 竹 内 清 孝 

国 保 医 療 担 当 主 幹 上 島 早 苗  社 会 福 祉 担 当 係 長 野 原 大 樹 

介 護 担 当 主 幹 細 川 明 美  子 育 て 支 援 室 主 幹 石 坂 勝 美 

（教育委員会）     

教 育 長 藤 本   武  教 育 次 長 合 田   幸 

学校教育兼総務担当主幹 松 永 真 里  社 会 教 育 担 当 主 幹 蠣 崎 純 一 

（農業委員会）     

会 長 安 田 堅 吾  事 務 局 長 平 岡   卓 

（選挙管理委員会）     

書 記 長 多 田 淳 史    

（監査委員）     

監 査 委 員 木 村 英 記  監 査 委 員 山 本 敬 介 

事 務 局 長 岡 崎 至 可    

 

○出席事務局職員 

事 務 局 長 岡 崎 至 可  主 事 久 保 璃 華 
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開会 午前10時00分 

 

◎開会宣言 

○議長（相川繁治君） ただいまの出席議員

は７名です。定足数に達しておりますので、

これから平成30年第４回占冠村議会定例会を

開会します。 

 この際、当面の日程等について、議会運営

委員長の報告を求めます。 

 議会運営委員長、五十嵐正雄君。 

○議会運営委員長（五十嵐正雄君） おはよ

うございます。議会運営委員会の報告をいた

します。去る12月６日に開催しました議会運

営委員会のご報告を申し上げます。今期定例

会における会期は、本日13日から14日までの

２日間といたします。議事日程、日割等につ

いては、あらかじめお手元に配布したとおり

です。以上で報告を終わります。 

 

◎開議宣告 

○議長（相川繁治君） これから、本日の会

議を開きます。 

 

◎議事日程 

○議長（相川繁治君） 本日の議事日程は、

あらかじめ、お手元に配布したとおりです。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（相川繁治君） 日程第１、会議録署

名議員の指名を行います。 

 今期定例会の会議録署名議員は、会議規則

第124条の規定により、議長において、５番、

山本敬介君、６番、五十嵐正雄君を指名いた

します。 

 

◎日程第２ 会期決定について 

○議長（相川繁治君） 日程第２、会期の決

定の件を議題とします。 

お諮りします。 

本定例会の会期は、本日から12月14日まで

の２日間としたいと思います。これにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって会期は、本日から12月14日まで

の２日間と決定しました。 

 

◎諸般報告 

○議長（相川繁治君） これから諸般の報告

を行います。 

事務局長。 

○事務局長（岡崎至可君） 審議資料の１ペ

ージをお願いいたします。１、今期定例会に

付議された案件は認定第１号から同意案第１

号までの11件です。２、議員提案による案件

は、意見書案第10号から意見書案第13号の４

件です。３、説明のため出席を要求したとこ

ろ、通知のあった者の職及び氏名は村長以下、

記載のとおりです。審議資料の２ページをお

願いいたします。４、平成30年第３回定例会

以降の議員の動向は、９月11日、広報特別委

員会①から記載のとおりです。審議資料の７

ページから８ページは平成30年度８月分の例

月出納検査結果です。審議資料の９ページか

ら10ページは平成30年度９月分の例月出納検

査結果です。審議資料の11ページから12ペー

ジは平成30年度10月分の例月出納検査結果で

す。以上です。 

○議長（相川繁治君） 次に議長に提出され

た総務産業常任委員会の報告書について説明

を求めます。 

総務産業常任委員長、佐野一紀君。 

○総務産業常任委員長（佐野一紀君） 皆さ

んおはようございます。所管事務調査に関す
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る調査報告について報告をいたします。１、

調査期日は平成30年10月３日（水曜日）。２、

調査事項、双珠別ダム状況調査。３、調査経

過についてです。調査にあたっては、副村長、

総務課長が同行のうえ、北海道電力株式会社

日高水力センター所長他２名の担当者より現

地説明を受けながら実施しました。 

４、内容についてであります。双珠別ダム

概要。発電所名、右左府発電所、沙流川から

鵡川への流域変更をしている発電所でありま

す。流域面積、64.0㎢。ダム高、29.0ｍ。有

効貯水容量、30万㎥。運転開始、昭和36年８

月です。経年57年を経過しております。一般

的にダムの耐用年数は100年以上となってお

ります。堆砂率、推定30～40%。貯水機能に

は問題を生じないレベルであります。 

 災害等の対応。双珠別ダムは、発電用のダ

ムで洪水調節機能はないが、大雨等による対

応については、アメダス等の気象庁データや

独自の気象観測装置等で雨量の予測に基づき、

安全第一という考え方で対処している。その

ため、災害が想定される場合「ただし書き操

作」において、事前に放水する場合がある。 

 先般の北海道胆振東部地震の際の全道的な

ブラックアウトの対応ついては、右左府発電

所単独で占冠村（一部を除く）の電力が賄わ

れたため、全道でも早期段階で電力が復旧し

た。 

 裏面をお願いします。検討課題であります。

双珠別ダムに通じる林道は災害時でも安全に

通行できるように、北電本社及び林野庁へ働

き掛けしていただきたい。 

タイムライン（災害等の事前対応）につい

て、占冠村を始め鵡川流域自治体、北海道、

北電等との連携の構築を進められたい。 

占冠村の鵡川と双珠別川の合流点の危険認

識、占冠村住民の放流への不安感等、北電側

にも理解認識してもらうよう、村から丁寧な

説明をしていただきたい。 

北電側より、放流の対応や周知方法につい

て、直接住民に説明会等を定期的に開催する

よう村から働きかけていただきたい。 

５、調査の継続。委員会での調査の結果は

上記のとおりであるが、今後も引き続き調査

を行うものと決定した。以上です。 

○議長（相川繁治君） 次に、議長に提出さ

れた教育行政報告を求めます。 

教育長、藤本武君。 

○教育長（藤本 武君） 議長のお許しをい

ただきましたので、教育行政報告をさせてい

ただきます。平成29年度教育に関する事務の

管理及び執行状況の点検及び評価についてで

ございます。この件につきましては、去る11

月26日に開催されました全員協議会において、

報告書としてまとめ、報告させていただきま

した。また、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律第26条第１項の規定に基づき、同

日付にて文書にて占冠村議会に提出いたして

おります。報告は以上でございます。 

○議長（相川繁治君） これで諸般の報告を

終わります。 

 

◎村長行政報告 

○議長（相川繁治君） 村長から行政報告の

ため発言を求められておりますので、その発

言を許します。 

 村長。 

○村長（田中正治君） 議長に行政報告の許

しをいただきましたので、行政報告について

申し上げたいと思います。審議資料の４ペー

ジをお願いいたします。まず、報告事項であ

りますけれども、２点報告をさせていただき

たいと思います。あらかじめ、行政報告の内

容についてペーパーで配布をさせていただい
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ておりますので、これを読み上げたいと思っ

ております。１、報告事項。(1)住民懇談会

の開催について。11月５日から11月12日の間

において、村内６会場で住民懇談会を開催し、

合計で47名の皆様にご参加いただきました。 

住民懇談会は、村長と住民の皆様がひざを交

えて地域の課題や将来のあり方について話し

合う貴重な機会でございます。 

今回の懇談会でも、参加者の皆様からのご

質問や、普段なかなか気づくことができない

地域特有の課題、そして、各種の要望などに

ついてお話を伺うことができました。 

今回頂いた貴重なご意見を参考に、すぐに

対応できるものについては速やかに改善し、

予算措置が必要なものについては新年度予算

に反映するなど、より良い村づくりのために

進める行政施策につなげてまいりたいと考え

ております。 

(2)根室本線対策協議会について。11月21

日、富良野市で行われた滝川から新得間の７

市町村長による根室本線対策協議会の役員会

に出席いたしました。 

本役員会では、国土交通省からの監督命令

に基づきＪＲ北海道が作成する2019年から２

か年間の事業計画を作成するにあたり、各自

治体も協力することが確認されました。 

事業計画作成にあたっては、ＪＲ北海道が

路線存続をめざす滝川から富良野間と、廃止

方針を示している富良野から新得間が混在す

ることが問題となっておりましたが、最終的

に滝川から新得間の事業計画とすることを前

提に、滝川から富良野間と富良野から新得間

に分けて議論していくことになりました。 

根室本線は、全線がつながっていることで

その機能を果たせるものと考えており、通学

など住民の足としての役割のほか、災害時の

代替ルート、物流、そして富良野、トマム、

十勝を結ぶ広域観光ルートの形成などにおい

て重要な役割を果たすものであることから、

今後も維持存続に向け、関係市町村・関係機

関と連携を図りながら努力してまいります。 

 次に、２番目の主な用務等につきましては、

９月12日以降、記載のとおりでございます。

６ページに３として、入札の執行状況につい

て記載をさせていただきましたけれども、３

件の入札執行を行ってございます。以上です。 

○議長（相川繁治君） これで行政報告は終

わりました。ここで暫時休憩いたします。 

休憩 午前10時16分 

再開 午前10時23分 

○議長（相川繁治君） 休憩前に引き続き会

議を開きます。 

 

◎日程第３ 一般質問 

○議長（相川繁治君） 日程第３、一般質問

を行います。順番に発言を許します。 

５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 皆さんおはようござ

います。議長のお許しをいただきましたので

私のほうからいくつか一般質問をさせていた

だきたいと思います。 

まず、質問の第１です。トマム地区の子育

て支援と定住施策について。その１、住民ワ

ークショップについて質問していきたいと思

います。今日はたくさんの住民の方がいらっ

しゃっていますので、分かりやすい議論を心

がけていきたいと思いますのでよろしくお願

いいたします。 

トマム地区で、北海道大学大学院環境科学

院による住民ワークショップとヒアリングが

昨年から行われています。このワークショッ

プを運営するにあたり、北大大学院環境科学

院の担当者、これは研究者の方ですけれども、

５年くらい前からリゾートと上トマムの住民
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の間に入って、それを研究対象にされている

方であります。非常にトマム地区の状況に詳

しい方で、しかも今、小さいお子さんの子育

て中ということで、このワークショップにう

ってつけの人材だと思うんですけれども、そ

の方が、トマム地区の小学生以下のお子さん

を持つ世帯から詳しく聞き取りをして、今回

のワークショップを組み立てています。 

しかし、そのヒアリングをした中で、長く

住み続けていたお母さんたちも転居を考え出

していると。この６年以内に転居をする可能

性があると、転居するかもしれないといった

方が約半分いらっしゃるという状況です。６

年というのは皆さん考えてみてください。お

子さんが６年ということは、学校に上がる前

に考えようと、このままここにいて子育てで

きるんだろうかと。しかも上トマム地区は、

人数が少ないですから最後に残ったらどうな

るんだろう。そういう不安が常に付きまとっ

ている危機的な状況にあるということをご認

識いただきたいと思います。その中で行われ

ているワークショップについて、まずは、進

捗状況をお伺いしたいと思います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 山本議員のご質問に

お答えをしたいと思います。まず、１点目の

住民ワークショップのヒアリングにつきまし

ては、トマム地区子育て世帯移住促進事業と

して平成29年度から事業を開始しております。 

ワークショップにつきましては、平成29年

度は３回開催しておりまして、述べ28人の方

に参加していただいております。昨年度の３

回のワークショップを通して、育児支援、住

宅、移動手段について、今後も引き続き話合

いの必要があるとの提案を受けております。

その内、育児支援につきましては、本年度の

モデル事業として、子育てや住宅等の情報を

移住希望者等に分かりやすく伝えるための子

育てに関するコンテンツの作成に取り組んで

いるところでございます。平成30年度は、ワ

ークショップを２回開催する予定としており、

第１回目として、11月30日にミナ・トマムに

おいて行っております。参加者は６名いらっ

しゃいまして、他の地域で行われている子育

ての取り組み事例を紹介するなどして活発な

議論を促したところです。 

ヒアリングにつきましては、平成29年度は

地域住民、星野リゾートトマム従業員、村議

会議員、役場職員に対して計６回行っており、

24人の方にご協力をいただきました。平成30

年度は11月末現在におきまして、地域の小学

生以下の子を持つ親御さんや町内会役員に対

して10回ほど行っており、11人にご協力をい

ただいたところでございます。地域の特性や

生活環境など多岐に渡る聞き取りを行ってい

て、いただいた意見や情報について住民ワー

クショップにおける議論などで活用している

ところでございます。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） ワークショップにい

く前にヒアリングの中で、トマムのいいとこ

ろという意見も出てくるわけです。それは自

然がいい、コミュニティがいい、近い人間関

係がいい、そういった部分に支えられて住民

の方は生活をしていらっしゃるわけです。た

だ、やはり、悪いところ、良くないところと

いうところの意見が多く今出されている。 

一つに子育てのしにくさ、生活環境・住

居・買い物・医療・防犯などに不安がある。

保育サービスの不足により仕事と子育てが両

立しにくい。これはトマム地区独特の理由で

もありますね。星野で共働きをしていらして、

子育てをしていらっしゃる方も多いというこ

とであります。学童の内容が少し少ないと。
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高校の通学が不便と。子供の育成に対する不

安、友達が少なく同級生がいない。小中学校

で競争や集団行動を全く経験していなくて大

丈夫だろうか。トマム学校の教育の質がよく

分からないと。子供が減ったら教員も減って

質が低下するんじゃないかと。そういったこ

とを不安に思われているわけです。 

子育てしにくい生活環境、子育て支援の不

足、教育に対する不安、こういったことに今、

村長はどういった認識を持っていらっしゃる

か、お伺いしたいと思います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 平成29年度のワーク

ショップに私も３回出席をさせていただいて

おりますけれども、トマム地域における優先

される取り組みということで、育児支援、内

容としては育児支援の情報提供、それから子

育て世帯との対話。それから住宅問題でござ

いますけれども、住民、特に子育て世帯、子

育て準世帯との対話や情報共有、地域のこと

をよく知るアドバイザーの検討。それから移

動手段ということで帯広の高校への通学バス

の検討、ＪＲトマム駅からリゾートを経由し

た上トマムからのコミュニティバス等々のご

意見をいただいておりまして、育児支援、住

宅、移動手段この点がトマムについては大変

課題になっているのかなという認識を持って

ございます。以上です。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） お母さん方は、行政、

村が何を考えているのか分からないという不

安が非常に大きいということです。定住とか、

子育ての施策が何も見えないとおっしゃって

います。将来像、近い将来、それと10年後、

そういったものも現状全く目に浮かんでこな

いと。そして誰に話せばいいかわからない、

どこで話せばいいかわからない、そういった

状況があると思っています。 

私はトマム地区を見てきまして、地域支援

の活動、ミナ・トマムもできて、そこにお母

さん方が集まるようになって、コミュニティ

もある意味できてきている。ガソリンスタン

ド等、いろいろな問題、子育て支援住宅、こ

の後でてきますけれども、いろいろな施策は

打っているというふうにも認識はしているん

です。ただ、そこに効果が表れていない。も

しくは住民の方が、行政がやっていることを

認識していない。不安に思っていると。そも

そもコミュニケーションの不足が大きな原因

かと思うんですね。 

村長は、村長になられたときにこれまでの

住民懇談会の形ではなく、もう少し住民の中

に入って会話をしたいと、そこで問題点を見

つけて施策を打っていきたいというお話もさ

れていました。このコミュニケーション不足

について、今、どのようにお考えか、お伺い

したいと思います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） トマム地域における

議員ご指摘のコミュニケーション不足という

お話でございます。私としては、住民懇談会、

あるいはこのワークショップも３回ほど行っ

てお母さんたちとも議論をさせていただきま

した。それから地域の公園の計画等のワーク

ショップにも参加をさせていただいたり、行

政としてもミナ・トマムの運営の助成、ある

いはスタンドの開設等、なんとか地域の皆さ

んに少しでも住みやすい環境を提供したいと

いうことで、自分なりに努力はしたつもりで

ございます。 

併せて、今、課題になっておりますコンビ

ニ、それから警察、救急等、災害も含めてさ

まざまな分野で直接移動村長室においてご意

見を言っていただく方もいらっしゃいますの
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で、これらのことを踏まえながらより良い方

向にコミュニケーションを深めながら、取り

進めてまいりたいと考えております。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） コミュニケーション

をある程度取ってきているし、これからも取

っていきたいということだと思うんですけれ

ども、住民懇談会等でも、行政の皆さんも感

じていらっしゃると思うんですけれども、中

央に対する熱量とトマムに対する熱量が明ら

かに違うというふうに感じていらっしゃいま

すね。これは物理的には仕方のない部分もあ

るかもしれないです。現状、トマムはリゾー

トを抱えて、リゾートの従業員がたくさんい

ると。ただ、定住に至っていないという特殊

な地域だという認識を、行政側がどこまでし

っかり持てるか、ここが重要になってくるん

じゃないかなと思います。 

役場の人はトマムに来ないと、トマムのこ

とを分かってないというのが住民の素直な気

持ちです。ですので住民懇談会等でも一生懸

命参加をされて、いろいろな意見を言われて

いるという現状にあると思うんですね。そう

いった中で、今回開催されたワークショップ

で私もオブザーバーという形で参加をさせて

いただいたんですけれども、北海道大学の環

境科学院担当の研究員の方、そして山中先生。

山中先生は本当にお忙しい方で、道内でも有

名な先生です。足を運んでくださってミナ・

トマムの中でお母さん方と、参加６名のとこ

ろに足を運んでくださって、組み立ててくだ

さっているわけですね。 

担当に聞きましたら、今回行政の方に参加

してもらうと行政対住民という形になってし

まうので、行政の方の参加というのは遠慮し

てもらったんですよという話はされておりま

した。ただ、参加しないのと、見ないのとは

全然話が違うんですね。誰も行政の人がいな

い。誰もその重要なワークショップを見てい

ない。後で報告は読まれるでしょう。ただ、

紙で読まれるのと、現場を見て直にお母さん

方が話されていることを聞くのは全然違うと

思うんですね。 

私が一つ気になったのは、担当が今、地域

振興室になっていますけども、やはり子育て

支援課ができたということで、子育て支援課

が積極的に関わっていくべきでないか。もし

くは、保育所を所管していますトマム支所も

積極的に関わっていくべきだと。それと集落

対策のために協力隊、協力隊入れる時には集

落対策のために入れますということで入って

いる経緯もあります。協力隊も関わってくる

べきです。そして先ほどもお話しました、こ

れから学校に上がっていくということでいえ

ば、教育委員会もニーズをしっかり掴んでい

くべきだと。こういった方が全く興味を示さ

ない中で行われているという現状について、

どのようにお考えか、お伺いしたいと思いま

す。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 11月30日に開催をい

たしましたワークショップへの本村職員の出

席についてのご指摘かと思います。平成29年

度、私も３回行われたものに全て出席をさせ

ていただいておりますし、地域振興対策室、

それから関係各課の職員等も参加をしたとこ

ろでございます。今回のワークショップにつ

きましては、事前に山中先生が村長室にお見

えになって、今回については行政職員を入れ

ないで生の声を聞いてみたいというお話がご

ざいましたので、入らなくてよろしいんです

かということは確認させていただきました。 

しかしながら、議員のご指摘のとおり、誰

も聞いてなかったという部分では、鵜呑みに
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した点については反省をしなければならない

かなというふうに思っております。北海道大

学の環境科学院からは、そういったことで行

政職員が参加しないということで提案があっ

たわけでございまして、地域住民の実勢を引

き出し、行政の財政面などの諸課題を考慮し

ない中で自由な意見交換をしたいということ

と、住民の間で思いや願いの共有を行ったう

えで自主的な取り組みをしていきたいとの提

案があったことに起因するわけでございます

けれども、議員のご指摘の点については、今

後の取組みに生かしてまいりたいと思います。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） そもそも現状のトマ

ム地区の活性化に至ったのは、平成26年の７

月から平成27年３月の集落対策方針の策定と

いうことで、地域と共に行ったわけです。こ

の時は副村長が担当課長だったのでよく覚え

ていらっしゃると思いますけれども、ちなみ

に総務課長が支所長だった時ですね。 

中央地区は道事業でやったんですけれども、

１年遅れてトマム地区で集落対策を作りまし

た。６回に渡って会議を開いたり、アンケー

ト調査を入れたり、幅広い人材も中に入れて、

町内会長を含めて議論をされたわけですね。

そういった計画が集落対策の進め方というこ

とで、これはインターネットでも出ておりま

す。住民主体で進めるもの、行政主体で進め

るもの、また、リゾートが主体で進めるもの

ということでそれぞれ書かれております。で

きているもの、できていないものありますが、

先ほど申し上げたように、私はある程度この

中で進んできているというふうに評価してい

る部分もあります。 

ただ、やはりこの当時、大きく抜けていた

なというのが子育て支援の部分だと思うんで

すね。子育て支援については、医療費の無料

化をするよという施策だけが書かれていて、

キメの細かい内容についてはまったく書かれ

ていないと。移住・子育て支援という視点が

抜けていたと思います。 

この集落対策の方針が、実は平成30年度で

管理が終わるんですね。今後、これをどうし

ていくのか、管理が終わったからこれでいい

のかという話にはならないともちろん思いま

す。それは行政の方も認識をされていると思

うんですね。このあたりをどのようにお考え

か、お聞きしたいと思います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 集落対策方針につい

てご質問かと思います。現在、総合計画の見

直し作業をやっておりまして、この中で基本

的な方針については、さまざまな計画に横串

を刺しながら、謳っていきたいと考えており

ますけれども、集落方針については、その後

見直しをするという方向で、現在、検討を進

めているという状況でございます。以上です。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 総合計画を含めて、

子育て支援の部分が前回の集落対策で先ほど

申し上げたように抜けてしまった。子育て世

帯の生の声をどういうふうに反映させるか、

そういった部分のヒアリングについて、委員

に入っていただくのか、ヒアリングをするの

か、手厚くその部分をやる必要があるなと思

っているんですが、そのあたりの認識をお伺

いしたいと思います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 現在進めております

総合計画につきましては、既に委員も決定し

て議論に入っておりまして、今年度中にご説

明できる取りまとめを予定しておりますので、

これから委員の追加ということは考えてござ

いません。以上です。 



 10 / 57 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 子育て世帯の声がこ

の総合計画の中に入るのか、それとは別に集

落対策方針が新たに作られるのかはまだ分か

らないですけれども、しっかり反映させてい

くという部分ではいかがですか。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 当然、30年度のワー

クショップを開催している状況でございます

ので、その中でさまざまな課題、方向性を含

めていろいろな意見の取りまとめが行われま

す。そういったものを集落対策見直し方針の

中でお示しをしながら、対策を講じていくの

がいいのかなと思っております。以上です。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） ちょっと話を戻そう

と思うんですけれども、行政からしてトマム

が少し遠いんじゃないかと。私も12年トマム

に通ったり住んだりしておりましたので、ト

マムに対する認識というか心の距離というん

ですかね、非常に近いんですね。ただ、中央

にずっと住んでいると30kmは遠いなと思われ

る部分もあるとは思います。 

このワークショップの中でも出てきますが、

トマム地区、新得町、清水町、芽室町、こう

いった十勝の町村と子育て支援の施策を比べ

たときに、明らかに占冠・トマムはその支援

が低い、少ないと言わざるを得ない。物理的

にしょうがないなと私も思います。これにつ

いては人数が多いところと同じ支援をできる

とは最初から思っていません。しかし、少な

い人数であればどういうことができるかとい

うことを真剣に考えて、占冠村独自のものを

作り上げていくと。これが大切だと思うんで

す。中央とは全然状況が違うんです。十勝の

町村と比べてどうか、というところがまず肝

になってくるかなと思っています。 

ただし、私は移住をする、しないというの

はこの行政サービスだけで移住をする、しな

いというものではないというふうには思って

いるんですね。それは占冠村トマムに住んで

いる住民みんなそうだと思いますが、不便だ

から行政サービスのいいところに出て行くの

であれば、誰もここに住んでいないですよ。

みんな都市の行政サービスのいいところに行

くわけです。そうではなくて、占冠村が好き

だから、トマムが好きだから、なぜ好きかは

人それぞれです。静かだからいい、川がいい、

森がいい、友達がいい。いろいろな理由があ

ると思うんです。ただ、そういう占冠愛とい

うかトマム愛みたいなものがやはり最後を決

めると思うんです。 

私は、トマムの今の子育て支援の施策を見

ていて、どうも行政側が施策施策というふう

になってきていて、本当に占冠のトマムに住

む、トマムを愛するという気持ちを共有して

いこうと。これは私学校ではやられていると

思います。占冠を大好きな教育をしていこう

と。子供たちは占冠がとても好きですよね。

そういうことを大人も子育て世代も一緒に共

有していく中で施策を打っていくという態度

が大事なんじゃないかなと思うんですけれど

も、村長のトマム愛についてお伺いしたいと

思います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 私はトマム支所に勤

務したことはございませんけども、トマムリ

ゾート開発から始めて、その事業に関わって

くる以前の和牛の里、あるいは高原野菜、そ

ういった事業にも関わりながらトマムによく

通わせていただきました。そういった意味で

は、当時の人たちとはよく交流がありまして、

今でもそういったトマムの良さ、あるいはト

マムならではの環境というものについて、私
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はいいものがあるというふうに思っています

し、リゾート開発後、さまざまな方が来られ

ていて、なかなか意見の一致を見ない部分も

あったのかなというふうに思いますが、議員

が言われるような中央とトマムを分ける見方

はしているつもりはございません。一つの占

冠村全体の中ということで考えておりまして、

そういった意味で、トマムのさまざまな施策

を村として何ができるのかということを考え

ながら、トマムにも住んでいただけるような

環境をぜひ作ってみたいもんだということで

私もやっているつもりでございます。 

それから、議員がご指摘の近隣町村とのサ

ービスの違いということもご指摘ありました

けれども、村としてできることは、赤ちゃん

がお腹にいる時からの医療費を含めて、高校

を卒業するまでのさまざまな施策については

やっています。これでは十分でないというこ

とも分かっておりまして、今回のモデル事業

の中で子育てに関するコンテンツの作成。つ

まり、占冠村にはこういうところはあるんで

すよということを分かっていただくために、

そういったものをつくりたいということです。 

今年、村内の子育て事業として行っており

ます、１歳児預かりやトマム保育所、占冠保

育所、中央学童保育などの視察も含めて行っ

ておりますし、北大の佐藤さんあるいは山中

教授と一緒に藤田地域振興室長、それから木

村福祉子育て支援課長とともに、子育てに関

するコンテンツの打ち合わせをする中で、新

得町、清水町、芽室町、帯広市の状況把握等

を含めて訪れて勉強をさせていただいたとい

う状況になっておりまして、そういったこと

でこの方向性をより良いものにしたいと考え

ております。以上です。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） トマム地区は外国人

の方が増えて、人数が増えて人口も増えてい

ると。ただ、外国人の方は毎年、毎シーズン

入れ替わっているという状況ですのでとても

定住人口というには程遠い状況であります。

どういうふうに定住人口を増やしていくか、

こうれは本気で取り組んでいく必要があると

思います。 

私はいろいろな役場の方が関わる中で、こ

の子育て支援ということを学校まで含めて考

えていくべきだと思います。中央と同じよう

な意識を持って行政の担当がトマムの子育て

支援のヒアリング、政策にもあたっていくと

いうことですけれども、私はワーキングチー

ムのような体制が必要じゃないかなと思うん

ですね。今、担当の地域振興室、それに子育

て支援課、プラス保育所を所管しているトマ

ム支所、あと協力隊、教育委員会。ワーキン

グチームを担当レベルで作って、常に情報共

有をして施策を進めていくと。困ったことが

あればお互いに相談をして、どういうふうに

実現できるかということを考えていくという

体制が必要だと思うんですが、村長と教育長

にお伺いしたいと思います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 子育て支援のみなら

ず、各担当分野における情報の共有というの

は必要だと思います。ワーキンググループ等

のお話もありましたけども、情報共有につい

ての方法、システムについてはいろいろと検

討してみたいと思います。以上です。 

○議長（相川繁治君） 教育長。 

○教育長（藤本武君） 山本議員のご質問に

お答えしたいと思います。確かにおっしゃる

とおり、村長の答弁の中にもありましたよう

に、教育の現場としましては、トマム、中央

という分けはないです。一つの村として、そ

れぞれの地域特性を生かしながらどんなこと
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が教育の分野でできるんだろうと。トマムで

しかできないこともあると思うんです。 

私が教育長になって、公民館をやったとき

の話ですけれども、ワークショップという形

で、その時はトマム、占冠、双珠別、中央で

熟議という形でその地域はどういう問題を抱

えているんだろうか、それに対して教育委員

会としてどういうことができるんだろうかと

いうようなことを始めて、その中で出た意見

でメープルという一つの事業もありました。 

それともう一つやったのが、役場の職員を

全員集めました。勤務時間なので来られない

人もいたんですけれども、職種に関係なく、

消防の方にも来ていただいて、子育て、教育、

地域の活性化も含めてそれぞれの職員の意見

を聞いて、その時に、「この職員はこんなこ

と考えているのか」と再認識したこともござ

いますので、やっぱりこれからも地域、そし

て役場の職員も含めた中でこれはどうやって

やっていくのかというそれぞれの意見を聞い

て、それを参考にしながら村づくり、教育の

振興、発展につなげていきたいなと私も感じ

ております。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 村長も教育長も認識

としては同じだと思うんです。ただ、情報共

有とワーキングチームってそんなに違わない

と言えば違わないかもしれないですけど、チ

ームとして何か動いていくんだと。教育長か

ら熟議の話も出ました。この５年、地域とし

ては熟議もしましたと、考えてばっかりって

感じです。意見出してばっかり、考えてばっ

かり、アンケートばっかり、それはもういい

と。次にそれを実際に動かしていくんだと。

行政だけで動かしていくんではなくて、地域

の人と一緒に動かしていきたいということだ

と思うんですね。地域の人たちの協働を引き

出すためにも、私は担当課というよりもワー

キングチーム、協力隊も含めて一緒に考えて

一緒に行動していくことが大事なんじゃない

かなと思っていますが、再度検討していただ

きたいのでお伺いしたと思います。村長に。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 村だけのものではな

かなか実行が進まないというご指摘なのかな

と思いますけれども、合併協議会が発足した

ころ、それが破綻になって地域を維持するた

めに協働の村づくりということを大名目で計

画を作っております。議員のおっしゃるとお

り、共に作ろうやということが大前提でござ

いますので、そこのところの議論、あるいは

行動を含めてまだまだとのご指摘だと思いま

す。これらを含めて今後の行政運営に生かし

てまいりたいと思います。自立をするときの

原点に戻るという気持ちでやってみたいなと

考えています。以上です。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 次の項目に移ってい

きたいと思います。トマム公園計画でありま

す。トマム公園計画は、子育て支援の重要な

柱となる施策です。今回のヒアリングの中で

も自然がたくさんあるけれども、自然の中で

遊ばせられる場所がない。占冠の場合、自然

といっても本当に深い自然、ディープな自然、

熊が出る自然ということで、子供を安全に遊

ばせられる自然ではないんですね。それはや

はり人の手を加えていかないとそういった場

所にならないと。 

2016年にこれは村側、中村元村長のほうか

ら公園計画を打ち出してワークショップをや

ってきたわけです。ワークショップを担当し

た高野ランドスケープですけれども、非常に

有名な会社で、多くの国定公園も手掛けてい

る会社です。会長の高野さんは北海道ガーデ
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ンショーの総合プロデューサーなんかもやら

れている方で、道内では有名な方なんですね。

そういった方が自らワークショップに足を運

んでくださって、非常に質の高いものが開催

されました。住民の意見をどういうふうに反

映させていこうか、環境への配慮どうしよう

か、あまり予算は掛けないでどういった形の

ものをしっかり作っていこうか。非常に住民

も期待するような内容のワークショップでし

た。ワークショップが一旦終わって、今年か

らミナ・トマムの周辺の整備ということで始

まっているんですけれども、現状と今後の見

通しについてお伺いしたいと思います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） トマム公園の計画に

ついてお答えをしたいと思います。トマム地

区公園につきましては、平成28年度に基本設

計を住民の皆様との３回のワークショップを

通して策定をし、平成29年度にはその基本計

画に対する意見交換を行うと共に、現地調査

をしながら内容の確認を行っております。本

年度におきましては、昨年度のワークショッ

プでの意見を考慮し、公園の入り口と考えて

いるミナ・トマム周辺の駐車スペースの路盤

改良と老朽化した大型看板の撤去を行いまし

た。今後も基本計画やワークショップでの意

見を参考に、予算の状況に応じて進めていき

たいと考えてございます。 

基本計画の中で、森エリアの水路の整備計

画やそれから森の中の木の整理、これは幸い

というのも変ですけども、風で倒れてかなり

整備をして環境的には明るくなって利用しや

すい状況ができました。それから、今進めて

いるのは、まず、ミナ・トマムエリアから改

修をするということで、大きく状況が変わっ

ているとは思っておりませんが、今後、森エ

リアにおける遊び場の整理、それから沢があ

りますけども、ザリガニや水芭蕉もあるので

コンクリートで固めない形での整備。幼児遊

園エリアだとか、今、お祭り等も支所の前で

やっていますけども、これらができるくらい

の多目的広場、こういったことをご提言いた

だいておりますので、予算の状況に応じて進

めてみたいと思っています。 

また、ミナ・トマムの建物の形もご提案い

ただいているものですから、なかなかそこま

で手が回らないのかなとは考えておりますけ

れども、年度計画でやれるところから進めて

まいりたいと、現在、思っているところでご

ざいます。以上です。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 少しずつ公園を進め

ていくというのは、私はいいと思うんですね。

それは意見を反映させながら着実にやってい

くと。ただ、予算の状況に応じてっていうの

は不安ですよね。今、中央でも保育所等あり

ます。他にもいろいろな課題があります。予

算の状況に応じて進めますということは、予

算がないから進められないとも言い換えられ

るわけですよね。 

私は、この計画は住民が最初から関わって

いる計画、これを一つずつ実現していくこと

が住民のモチベーションも上げると、子育て

しやすい環境を作っていくと。これは子育て

支援のトマムのインフラだと思っております。

しっかり予算化して進めていっていただきた

い。 

それと、予算化もやはりある程度環境に配

慮した施工ができる、プランニングができる、

高野ランドスケープを入れるかどうかは別で

すけれども、通常のただ施工するだけではな

くて、そういった配慮、施行、アイディアが

ある設計、プランニングを入れて、住民から

今まで出た案をぜひ実現をしていってもらい
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たいと。再度、予算のことについて村長にお

伺いします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 予算がないからやら

ないという意味で申し上げたのではありませ

んけれども、年次計画で進めていくことは決

めております。平成30年度の事業費で270万

円掛かっておりまして、年度ごとに同程度の

予算を確保しながら取り進めてまいりたいと

考えております。以上です。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 土木なのでちょっと

額が少ないかなと思いますよね。ちょっと川

の改修をしただけで簡単に500万が掛かって

いくような世界ですから、今回、ミナ・トマ

ムの周りの下の整備ということであればそれ

ぐらいの予算で足りると思うんですが、これ

から公園の中を触っていこうとしたら、なか

なかその金額では前に進んでいかないのかな

と思います。予算ありきではなく、もちろん

予算がないと何もできないんですけれども、

ぜひ予算を決めたということではなく、計画

をどの程度まで進めるか、それにはいくら掛

かるのか、どうやれば節約できるのかを含め

て考えていっていただきたいと。再度お伺い

します。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 基本計画の策定時の

想定額はここに資料がないので申し上げられ

ませんけれども、結構大きな額でございまし

た。その額どおり進めることはなかなか難し

いだろうということには思っております。と

はいえ、土木工事を含めて河川改修だとかは

必要だとは思っておりまして、道の補助事業

等をうまく採択を受けながら、小規模補助治

山とかあるものですから、そういったものも

使い、予算をうまく計上しながら、公園とし

て機能するような方向で整備をしてまいりた

いなと思っております。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） それでは次の項目に

移ります。子育て世帯向けの民間賃貸住宅に

ついてです。2017年４月にトマム地区に建設

をしました、子育て世帯向け民間賃貸共同住

宅の建築主旨と、これまでの入居状況をお伺

いしたいと思います。また、空室の場合の村

の負担額をお伺いします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） トマムに建設してお

ります、子育て世帯向け民間賃貸住宅の件に

ついてご質問にお答えをしたいと思います。 

まず、１点目の建設の主旨ですけれども、

子育て世帯向け民間賃貸共同住宅の建設にあ

たりましては、民間資金を活用した賃貸共同

住宅を確保することによりまして、本村にお

ける転出による人口減少を抑制すると共に、

村外からの転入者の増加に資することを目的

としております。また、トマム学校の児童生

徒が減少している状況の中、学校を中心とし

たコミュニティの維持が重要であることから、

子育て世帯と将来子育て世帯になる可能性が

ある夫婦世帯を入居者公募の応募資格として

定めて行っているものでございます。 

これまでの入居状況でございますが、平成

29年２月に入居者の公募を開始いたしまして、

３世帯の応募があり、３世帯を入居世帯とし

て決定しました。その後、１世帯が辞退され

たため、４月に２世帯が入居したところでご

ざいます。本年７月に１世帯が転勤によりま

して退去したことから、現在は４戸確保して

おります、民間賃貸共同住宅の内、１戸が入

居している状況となってございます。以上で

す。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 
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○５番（山本敬介君） 空室の場合の村の負

担額をお伺いします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 空室の場合の村の負

担額でございますが、１戸当たり８万５千円

になりまして、現在の状況ですと、３戸空き

がございますので月額で25万５千円を本村が

負担している状況でございます。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 住民の方に分かりや

すいように、ちょっと補足をしますけれども、

要は村で建てずに民間に建ててもらったと。

その代わり家賃保証をその業者さんにしてい

ますよということであります。８万５千円を

月家賃として払っていて、入居している方に

はその半額の４万2500円をいただくと。村と

しては４万2500円を常に負担をしているとい

う状況であります。 

ただ、空いていると、この８万５千円はま

るまる払っているわけですね。空いていなく

ても払っているといえば払っているんですけ

ども、収入がないという状況が続いていると

いうことで、１カ月に25万５千円という大き

いお金が、施策として効果がないまま無駄に

使われているという状況にあるということで

あります。 

この入居が少ないという理由はどのように

分析をしていますか。また、今後の対策につ

いて、何かあればお伺いします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） この子育て民間賃貸

住宅の入居が少ないという理由でございます

けれども、トマム地区の生活環境が近隣町村

より不便であることや、住宅に収納スペース

が多くありますけれども、現在所有している

家具が無駄になるなどのご意見をいただいて

いるほか、近傍の村営住宅と比べ賃料が割高

であるということも影響しているものと考え

ております。 

それから、今後の対策でございますけれど

も、今後の定期協議等を通してリゾートへの

転勤者に対する子育て住宅の積極的なＰＲを

お願いしたり、本住宅を利用して進めている

子育て世帯モニターツアー等によりまして、

移住希望者に住居体験を通して移住の検討を

行っていただくなど各種の取り組みを進めて

まいりたいと考えております。以上です。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） お母さん方に聞いて

も、やはり入らないには入らない理由があり

ますよね。設計の時にやはり子育て世代の話

を聞かなかったというのが、まず大きな原因

だと思うんですね。アーキビジョン21にはい

ろいろなノウハウがあるので、またスタッフ、

設計士も若い人が多かったので私も安心して

いたんですけれども、いざ蓋を開けてみると

メゾネット式で子育てをするのがなかなか積

極的にはそれをやりたいとは思わないと。そ

ういったことや、一部家具が入りづらい等の

こともあって、ハード面でのことがあると。

ただこれはいたしかたないことですよね。こ

れは一部修正してこれを運用していく以外に

ないわけです。 

あとはやっぱり金額ですよね。こんなにい

いところにこの金額で入れるんだったら、こ

れは人が入りますよね。極端な話、今の公住

よりも安い金額で入れるんだったら、それは

入ると思うんです。そういったことも含めて

考えていく、もうリミットかなと思います。

空き部屋だけで20カ月ありますから、これで

340万なわけですから、今年になって42万５

千円空き部屋ですから空き部屋の部分だけで

382万５千円になっているわけですよね。こ

れが効果なく払い続けているお金ということ
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になっています。 

今年の７月に、議会で秩父別町に視察に行

ってきました。うちの村とは状況は違います

けれども、人口規模が2513人で標準財政規模

はそんなに変わらない。村が16億で秩父別は

18億。決算額は10億ほど違いますけれども、

町の規模はそれほど大型ではない町です。た

だ、近隣にも町があって子育て世帯を引き付

けやすいというような状況はあります。 

うちの村とは状況は違いますけれども、こ

の秩父別町でさまざまな子育て施策を打って

いるんですが、目玉にしているのが学校跡地

に作った分譲地。これを１平米１円で売りま

すよ。１平米１円というだけで、非常に宣伝

効果があると町の担当の方も言っていました。

実際どうかというと、家建てるのに460平米

例えば買いました。460円、ワンコインで買

えるという言い文句も新聞ネタにもなって、

非常に人気があるということで、平成23年に

13戸、平成24年に10戸、平成25年に15戸で38

区画はもう売れているとそういう状態にある

んですね。この実情はどうかということです

けれども、460平米で実際は１平米３千円く

らいだと言っていました。ということは計算

すると138万の助成なんですよね。その宅地

を買うのに138万助成を渡しているのと同じ

ことです。効果的な税金の使い方だと私は思

います。 

現状、今、子育て支援住宅でどんどん垂れ

流してしまっている分を取り戻すには、やは

り、目玉となるような思い切った施策を打っ

ていくべきじゃないかなと思います。他との

整合性、平等性、いろいろなことがあると思

うんですね。ただ、子育て世代を優遇してい

くということは、そこにメリットがあるよう

な施策を目指すように作っていくと。そのあ

たりの村長の考えをお伺いします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 子育て世帯がそこに

住める、住みたいと思える施策等を含めてい

ろいろ考えられると私も思っております。こ

れだというのはここでなかなか申し上げられ

ませんけれども、担当者、庁内、地域住民を

含めて、どういう環境であれば入っていただ

けるのか等も含めて今後検討をして、ぜひこ

の住宅が有効に使われるように努力してまい

りたいと思います。以上です。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 地域振興室長は、今

は来られていてまだ年数経たない中で、非常

に心労に思われているんじゃないかなと思う

んですよね。ここが入ってないと。やっぱり、

政治判断で施策を作っていくと、担当者レベ

ルではどうしようもないんですね。これを宣

伝していっても、入ってくれないという状況

で、政治判断でやっていくことは大事だと思

うんですが、再度お伺いしたいと思います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 政治判断も含めて協

議をしていきたいとは思いますけども、現在

入居している世帯の状況も考慮しますと、二

人以上子供がいる世帯や低所得の世帯に対し

ても、さらなる助成を行うことや、子育て世

帯以外にも、村外からの転入者の増加に資す

る賃貸なども含めて、入居要件の緩和につい

て検討を進めながら、今、議員がご指摘の点

について努力してまいりたいと思います。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） この問題、最後にス

ピード感はどうですか。先ほども言ったよう

に、これだけのお金がどんどん出ていってい

るということについて、お伺いします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 現実に今、応募をか
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けていますけれども、入っていない環境にあ

ります。言われる内容については重々、私た

ちも早く入居をしていただきたいというのは

希望でございまして、スピード感を持って進

めてまいりたいと思います。以上です。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） あと２問ありますが、

後の方にも時間を譲りたいので、あとの２問

はあっさりいきたいと思います。 

トマム駅からリゾートの入り口周辺の歩道

整備をということですけれども、リゾートの

入り口、道道と村道の交わった部分から、上

トマム方面には長い歩道があって、歩道用の

橋があって、これは非常に上トマムまで歩い

て行くには遠いですけれども有効です。ただ

そちらから駅側に歩道がないんですよね。カ

ーブがあって、橋があって、非常に危険な状

況で、寮ができたこともあって従業員で歩い

ている方が非常に多いんですね。冬は非常に

危険です。 

随分前になりますが、私がトマムに在籍し

ていたころに、アルバイトの女性が橋のとこ

ろで事故にあい、意識不明の重体が長く続い

て大変なことがありました。そういったこと

もありまして、ここの歩道についてどういう

ふうに対応していくのかお伺いしたいと思い

ます。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） トマム駅から、リゾ

ート入り口までの歩道ができていないという

ご質問でございます。この場所については、

主要道路夕張‐新得線トマム駅前線形改良と

題しまして北海道へ要望を続けております。 

要望の主な内容といたしましては、トマム

駅前の線形改良、それから右折レーンの設置

などでございます。これまで北海道と協議を

続ける中で、14線橋付近の線形改良について

は、北海道に線形改良の案を複数作成してい

ただきました。しかし、リゾートへ至る歩道

橋の橋脚が障害となるため、施工が困難であ

るとの回答をいただいております。 

また、右折レーンについては北海道におい

て交通量調査を行いました。交通量調査では

８月のリゾートの繁忙期に実施されまして、

通常の２倍程度の交通量があったものの、リ

ゾートに侵入する車両を遮る車両が少ないと

のことから渋滞が確認されませんでした。そ

れゆえに今のところ、右折レーンの設置は困

難であるということで回答をいただいている

ところです。 

このような現況での歩道の整備は困難であ

ると現状、考えております。村としましては、

歩道だけでも付けられないかということもあ

りますので、北海道の担当者からは線形改良

ができない以上、これ以上の手を加えること

は困難であるというふうな見解もいただいて

おりますけれども、歩道付きの橋への架け替

えなどを要望するなど改善に向けた努力は続

けてまいりたいと思っております。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 線形改良で大きな話

になっちゃうと難しくなってくるかなという

ふうにも思うんですよね。今の状況であれば、

やはり人命に関わることですので、粘り強く、

歩道の整備だけでもやってほしいと。実際に

事故が起きているということも含めて要望し

ていってもらいたいと思います。最後にもう

一度お伺いします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） この歩道だけでもと

いうことは、村も北海道には再三要望をして

いるところでございますけれども、議員が言

われるように、実際に死傷者が出ているとい

う現場ですので、状況を鑑みて、ぜひ北海道
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としても検討をしていただきたい旨、引き続

き要望はしてまいりたいと思います。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 最後の質問にまいり

ます。自治功労者の追悼式についてです。毎

年、戦没者の追悼式に併せて自治功労者の追

悼式が行われています。しかし、同じような

追悼式を開催している自治体はほとんどない

ように見受けられました。 

現在、自治やまちづくりは、首長や議員な

ど一部の人間が担うのではなく、住民が主役

であるということは、私は素晴らしい条例だ

と思いますが、占冠村のむらびと条例に示さ

れております。ただ、過去尽力されたという

ことも事実であります。過去の議員さんたち

に失礼のないよう経緯を払いつつ、ただ、時

代に合わせて追悼の形を変えていく必要があ

るんじゃないかなと思っております。村長の

考えをお伺いします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 自治功労物故者追悼

式につきましては、明治35年の開拓以降、占

冠村の発展にご尽力をいただいた歴代村長、

議会議員の方々などの自治功労物故者の功績

に対して、経緯と感謝の意を込めて開始時期

は定かではありませんけれども、長年、戦没

者追悼式と併せて実施をしてきました。 

本追悼式にはそのご遺族をお招きして、実

施しているところでありますけれども、自治

功労者の中にはお亡くなりになられてから相

当な年月が経過している方も多数いらっしゃ

います。また、ご遺族の方々につきましても、

所在不明の方や、ご案内を差し上げても高齢

のため出席を辞退される方など年々出席者が

減少しているところでございます。こうした

ことを考えますと、今後におきましては自治

功労物故者への愛敬の念を抱きつつご遺族の

ご意向を拝聴しながら、本追悼式のあり方に

ついて検討してまいりたいと考えております。 

○議長（相川繁治君） 次に６番、五十嵐正

雄君。 

○６番（五十嵐正雄君） 議長の許しを得ま

したので、大きく２点について質問をしたい

と思います。１番目、避難施設及び役場庁舎

のトイレについてということで、まず、避難

施設のトイレについて、伺います。 

村内の各避難施設のトイレについては、高

齢者や障がい者にとって大変使用し辛い施設

となっています。特に中央、占冠については

学校を利用することになっていますが、車い

すを使用している方については、利用できな

い施設となっています。障がい者用トイレを

設置していくことが必要だと考えています。

避難場所には、高齢者や障がい者が優先的に

避難しながら、多くの人たちがそこで避難期

間中生活をするということで、それぞれの避

難者にストレスが掛かる状況です。そこで用

を足すためにトイレに行くということになれ

ば、トイレが現状こういった状況にあります

から、ますますストレスが溜まるという状況

であります。 

トイレを車いす用のトイレを設置していく

ということなら、大変大きな予算が伴うこと

は明らかであります。従って計画的に、施設

改修を実施する考えがあるかどうか、村長の

考え方をまず伺います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 五十嵐議員のご質問

にお答えをいたします。避難施設のトイレに

つきまして、議員のご指摘のとおり、占冠中

学校のトイレにおきましては車いすでの利用

ができない状況であります。設置及び改修の

必要性も認識しているところでございますけ

れども、建物の構造的なものにより、大規模
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な改修になる場合も考えられますので、改修

可能な施設について計画的な実施ができるよ

う検討をしてまいりたいと思います。 

○議長（相川繁治君） ６番、五十嵐正雄君。 

○６番（五十嵐正雄君） 検討していくとい

う話ですけれども、ここ何年か、昨今に渡っ

ては台風の被害だとか、大雨、洪水、そうい

ったことで予測できない災害が多発しており

ます。そういった状況を考えれば、そんな悠

長なことで、避難施設の改修について、計画

的にそのうちやりますわ、という話ではない

と考えています。 

少なくとも、障がい者や高齢者が優先的に

まず避難所に避難していくと。ところが生活

していく上で、大変ストレスの溜まる避難所

でありますから、少しでも改善していくため

には、安心して使えるトイレというものが絶

対必要だというふうに考えています。計画的

に必要性のあるところからやっていきたいと

いうことでありますけれども、再度そのへん

について村長の考え方を伺います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 避難所におけるトイ

レの設置でございますが、検討ということで

申し上げましたけれども、必要性については

私も認識を持っているということでございま

す。現状、平成29年度に占冠中学校の多目的

トイレの増設工事を検討させていただいた計

画もあるようでございますけれども、約1500

万ちょいの予算が必要ということでございま

す。こういった中身を検討しながら、できる

だけ早い時期に私としてもこれを実現させて

まいりたいと考えております。以上です。 

○議長（相川繁治君） ６番、五十嵐正雄君。 

○６番（五十嵐正雄君） 例えば中学校の施

設の関係ですけれども、これは避難者ばかり

の利用ということではなくて、今後、障がい

のある子供たちとか、学校に通っているとき

に、いろいろな事故等にあって普通のトイレ

は使えないと、そういった子供たちも出てく

ることは十分に予想されるわけであります。

そういった意味では、ぜひ子供たちのことも

含めて早急に改修していくということが必要

だと思っていますので、そのへんについて十

分認識されて、今後内部で検討されて、早い

段階で計画が策定されることを強く求めるも

のであります。そのへんについて村長の考え

方があれば、再度伺います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） さまざまな関係でこ

うしたトイレ設置が必要だということについ

ては、議員同様私も認識を持っているところ

でございます。先ほども申し上げましたけれ

ども、多目的トイレの増設について、既に検

討もされながらまだ着工がされていないとい

う現状を考えれば、庁内においても必要だと

いう認識は持っておりますので、これらの設

置について、早い時期での増設工事ができる

ように進めてまいりたいと考えております。

以上です。 

○議長（相川繁治君） ６番、五十嵐正雄君。 

○６番（五十嵐正雄君） 次に、同じトイレ

の関係で、役場庁舎のトイレの問題でありま

す。その前に、この間、村の役場の庁舎その

ものが耐震工事をしていないということで、

いろいろな問題があるわけですけれども、村

として役場の庁舎を近いうちに新築していく

のかどうか、そのへんについてまず伺ってお

きたいと思います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 役場庁舎のトイレに

ついてでございますけれども、利用者の皆さ

まにはご不便をお掛けしております。その必

要については認識をしているところでござい
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ますけれども、現在のところ庁舎新築の計画

はございません。しかし、将来的に改築、あ

るいは新築の時期を迎えることは想定できま

すので、財政的な措置として公共施設等維持

管理基金によりまして積立を行ってまいりた

いと考えております。 

○議長（相川繁治君） ６番、五十嵐正雄君。 

○６番（五十嵐正雄君） 今、村長の話では、

これから積立をして、将来そういったことを

考えているということであります。村長も言

われているように、多くの村民や役場職員、

または庁舎に入っている他の関係の事務所の

職員たちについては、役場庁舎が建て替えれ

ば、そこまで当面見えてくるということなら

我慢していこうと、こういうことでしたけれ

ども、今、言われたように計画も立てていな

いということであります。 

役場のトイレについては、障がい者や高齢

者が使い辛い。また、一般住民や職員が安心

して利用できるトイレにしていかなければな

らないというふうに考えています。過去にも、

このトイレについては何件かのいろいろな事

件が起きております。そういった意味では、

男子用、女子用トイレが壁一枚で仕切られて

いて、下側が３cmほど開いていると、こうい

う状況です。トイレに入って行く音、それか

らトイレをしている音がまともに同じ男子側

と女子側のトイレの中で聞こえると。そうい

った意味では人権が無視されるようなトイレ

になっているということです。 

職員の人たちの話を聞くと、例えば１階の

トイレであれば、男子用トイレに明かりが付

いていなければ女子の人が安心してトイレに

入るけれども、トイレに行ったけれども男子

用のトイレに明かりが付いていれば、トイレ

をスルーしていくと。こういう形が起きてい

るということです。これは、健康上よくない

し、役場の中はみんなが認めているように、

多くの人たちが机を付き合わせて、職場とし

ては良い環境にはないわけであります。 

そういった中で、トイレをしていくにも気

を使ってしなければならないようなトイレに

なっているということです。これはまさに人

権が守られないような状況の職場環境になっ

ておりまして、一日も早く改善していかなけ

ればならないと考えています。このへんにつ

いて村長の考え方、取り組みを伺います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 庁舎のトイレのあり

方について議員からご指摘の点が多々あり、

大変反省をする点も多いかなというふうに思

いますけれども、庁舎内のトイレにつきまし

ては、新年度の予算におきまして、仕切りの

改善、音の問題に関しましては対応してまい

りたいと考えております。障がい者用の多目

的トイレにつきましては、庁舎内で検討をい

たしましたけれども、現状、建物の構造上の

関係から新設、改修については難しいとの判

断をしております。以上です。 

○議長（相川繁治君） ６番、五十嵐正雄君。 

○６番（五十嵐正雄君） 確かにトイレその

ものが昔の形で作られていますから、それを

議会議員の指摘によって、洋式に変えられる

ものについては変えてきたということで、中

に入ると大変狭くて、物も置いたりすること

が、または、中で動くことが大変きついとい

うトイレであります。 

いろいろ内部で議論したということですけ

れども、例えば、１階を女子専用トイレにす

る。それから２階を男子用のトイレにする。

３階は利用率が低いわけですから、先ほど言

ったような音の問題とか、壁を改修してそれ

でなんとかすると。こういうことで分けてい

けば、それなりにできるというふうに考えて
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います。今の状況の中で、トイレをするのに

明かりを見て入っていなければ隣のトイレに

入ると。こんなことが長く続くことは、本当

に職場環境としてはとんでもない話だと思っ

ています。 

金の掛かることですからすぐできるものと、

できないものもあると思いますけれども、働

いている人たちや地域の人たちが利用すると

いうことを考えれば、障がい者用トイレもな

いような庁舎なんて今はどこにもないわけで

すよね。そういった意味で、利用の仕方を今

のままじゃなくて、変えていくことによって

改修する、改善できることもありますので、

そのへんについての考え方を伺います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 議員の言われるとお

り、トイレの利用方法はさまざまあろうかと

思います。来庁者の利便性、それから職員等

の利便性を含めて、どういった形がいいのか

を含めてご提案もいただきましたので、再度、

内容について検討させていただきたいと考え

ております。以上です。 

○議長（相川繁治君） ６番、五十嵐正雄君。 

○６番（五十嵐正雄君） 検討するというこ

とですけれども、いずれにしても大変人権が

守られていない職場環境なわけです。トイレ

を遠慮して、隣が入っていなければ、男子用

トイレが使われていなければ女子が使うとこ

ういうことがあること自体おかしな話であり

ます。ぜひ、これらについては早急に内部で

議論していただいて、１日も早くそういった

トイレの環境を変えていって、地域の人たち

や住民、それから役場職員が、安心して安全

に使えるようなトイレにすることを強く求め

て質問を終わります。 

○議長（相川繁治君） ７番、佐野一紀君。 

○７番（佐野一紀君） 議長のお許しをいた

だいたので、何点かについて質問をさせてい

ただきます。 

まず、避難道路建設に向けての対応と進捗

状況であります。一昨年の連続台風による大

雨災害、また、本年７月の西日本の集中豪雨

では降雨量が観測史上最大記録となるような

水害が発生いたしました。平成28年８月の豪

雨を上回るような状況であります。このよう

な状況が近年、異常な気象変動の中で日本列

島各地で起こっております。気象用語でブラ

ックビルディングというのですが、要するに

積乱雲が一カ所に留まり、後方を振り返れば

ビルが乱立しているような格好で留まって局

地的に大雨を降らせている、そういうような

状況であります。このような状況は日本各地

で発生しているということであります。 

住民の安全、安心を確保し、防災、減災に

つながる車両の通過可能な避難路の建設に向

け、共通認識を持って村と現地踏査を行って

きたところであります。６月28日に現地踏査

を行いました。そういう中で、避難路の建設

は災害弱者、いわいる在宅高齢者、または乳

幼児、または妊婦さん、または在宅難病患者

等を含めて避難行動が迅速に行われるための

一つの方法であると思います。 

災害急傾斜地の土砂警戒区域の解除もなさ

れていましたし、また、現地踏査の中で、富

良野の土建屋が、河川管理の面、また、土砂

災害の面でも他に最適な避難ルートがなけれ

ば対応を検討するのに協議に応じるというよ

うな考え方も村から示されました。それらに

ついて、現地踏査の後の進捗状況をお知らせ

いただきたい。伺います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 佐野議員のご質問に

お答えをいたします。避難路建設に向けての

対応ということでございます。本件に関しま
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しては、議員の言われるとおり、近年の異常

気象を受けまして、村、議会、双方からの案

を検討しながらその必要性についてを協議を

してまいりました。 

本年６月28日の総務産業委員会所管事務調

査において、ご提案に基づき、現地の状況を

確認し、９月の定例会において委員長より調

査報告のご指摘を受けたところでございます。

指摘事項についてでありますけれども、勾配

を若干見直すことにより延長も短くなり、河

川敷にかからないルートも可能と推察された

ため、再度検討を願いたい。さまざまな制約、

条件があるとの説明であったが整理されたい。

上記を検討の上、概算調査費及び予備調査

（設計費を含む）及び概算工事費を報告され

たいというご指摘を受けております。 

現在お示しできる資料等を整理していると

ころでございます。今後の全員協議会等にお

きまして、ご説明を申し上げたいと考えてお

りますのでご理解をお願いいたします。以上

です。 

○議長（相川繁治君） ７番、佐野一紀君。 

○７番（佐野一紀君） 避難道路の進捗状況

については、今、村長が報告されたとおりだ

と思います。そういう中で、避難道路の現地

状況、また予備調査、いろいろ総務常任委員

会の報告の中でもさせていただきましたが、

やはり予算が伴うこともあります。財政状況

のことも考慮しなければならない。また、内

情的に今、子育て対策、そして地方自治の原

点である福祉対策、そして一般ごみ焼却場の

問題等が山積しているわけでありますが、年

次計画みたいなものを持って、そしてきちん

と、大きなスパンでなく、来年度になったら

年号変わるからちょっとあれなんですが、年

号変わっても何年度までにはこういう行程表

の中でやっていくというようなことをお示し

いただけなければ、いつまでも机上の空論で

やっていたってしょうがない。このように思

いますが、いかがですか。お伺いいたします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 先ほども申し上げま

したとおり、詳細につきましては全員協議会

等におきまして、ご説明をさせていただきた

いというふうに思っておりますけれども、ご

指摘のありました、制約、条件の整理で申し

上げますと、１点目は保安林解除の件でござ

います。保安林の解除につきましては、大臣

許可となっておりまして、協議開始から概ね

１年程度の期間を要します。 

２点目は河川の占用許可でございます。北

海道によりますと、河川に道路を敷設する合

理的な理由、つまり、災害時に危険となる河

川付近を通過する必要性がなければ許可でき

ない旨の回答を受けたところでございます。 

３点目は地滑り危険箇所での工事に関する

点でございます。これにつきましても、北海

道から危険箇所の指定地に避難路を敷設する

ことは二次災害の危険性があるのではないか

との見解が示されております。 

これらを考慮した上で、調査費、設計費、

工事費を算定することになりますので、現状

のところ不確定要素が多くございます。具体

的な数字につきましては、議員協議会等の中

でご説明をさせていただきたいと考えており

ます。 

○議長（相川繁治君） ７番、佐野一紀君。 

○７番（佐野一紀君） 村長から保安林の解

除、また、河川の一般管理の問題の等に説明

があったんですが、保安林については30％解

除可能なんですね。河川の管理、また、土砂

災害時の崩壊状況を問題視して土建あたりで

は言っているらしいんですが、現地踏査の時

に、他に最適な避難路がなければ河川側を通
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ることの協議に応じてもいいような話をされ

たんですけど、いかがですか。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 今、議員が言われて

いる保安林の解除の件は、私が申し上げたの

はだめだと言っているんではなくて、解除す

るのに１年ほど、大臣許可なので解除にかか

っては１年程度の期間を要しますと。 

それから、河川の占用等についても、合理

的な理由を村として示さないと許可できませ

んというようなご指摘をいただいていると、

こういう内容でございます。以上です。 

○議長（相川繁治君） ７番、佐野一紀君。 

○７番（佐野一紀君） 村長が言われたよう

に、保安林の解除についても30％は解除でき

ると、ただ、更新の手続きについて１年以上

の年数がかかるということでありますが、や

はりこれらの災害避難道路の建設についても、

予備調査費等を含めなかったら前に進まない

んですよ。以前にも討論してきました。村の

ほうとも５％がいいのか、７％がいいのか、

100メートル上がった時点で５％だから５ｍ

の勾配になる。７％だったら７ｍの勾配にな

るような話もしてきました。予備調査という

か、ここから始まるという一歩進んだ出発点

がなければこの話は空論で、どこへいっても

同じことの繰り返しなんですよ。そう思いま

せんか、村長、お伺いします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） それでこの不確定要

素を整理した中で、先ほども申し上げました

けれども、これに関わる調査費、設計費、工

事費を選定して、これが可能かどうかという

ことについて協議会に図ってまいりたいとい

うことを申し上げた次第です。 

○議長（相川繁治君） ７番、佐野一紀君。 

○７番（佐野一紀君） 時間も経ってきたん

で簡単に申し上げます。村との共通認識の中

でやっぱり避難路は必要だということで、こ

れまで議会とも話合いを進めてまいりました。

そういう中でやっぱり一歩進んで、避難路を

作るということに持っていかなければこの話

はいつまでたっても空論で終わっちゃう。な

んぼ協議したって同じなんですよ。議会と村

との共通認識は避難路の必要性はお互いに認

めているところなんです。そういうところで、

予算規模、また、いろいろ財政的な考慮も考

えて一歩でも進んだ方法を打ち出していただ

きたいなと思います。 

３番目のほうに移らせていただきます。避

難所のトイレでありますが、付帯施設として

今ペットを飼っているお年寄りの方、または

お年寄りでなくても飼っている方がたくさん

いらっしゃいます。そういう方が災害時にペ

ットと同行避難で一緒に避難される方がたく

さんいるんでないかと。実際の数は把握して

ないんですが、そういう方もいらっしゃるん

でないかということです。 

室内の中でペットを好む人もいるし、好ま

ない人もいる。そういう中でやはり付帯施設

として外にトイレがあれば利用できるんでな

いかということであります。財政的な負担等

もありますが、今、テニスコートの横使って

ないトイレがあります。それも再利用してや

れば使えるということであります。これは避

難路と別で考えて作っていただきたいなと思

うんですが、いかがですか。お伺いします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 災害時における野外

トイレ設置、あるいはペットの同伴というこ

とでご質問いただきましたけれども、議員の

ご指摘のとおり、災害時においてライフライ

ンが停止した中で既存のトイレを使用するこ

とができなくなるということが予想され、屋
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外仮設トイレや簡易トイレ等が必要になると

思われます。トイレについては、レンタル事

業者との災害時におけるレンタル器材等の賃

貸借に対する協定によりまして確実に確保し

ていくほか、その他の物資についても物資供

給等の協力に関する協定に基づきまして、供

給および調達体制を整えているところでござ

います。 

それからペット同伴の避難については、北

海道動物愛護条例により飼い主の自己責任に

おいて行うものとされておりますけれども、

場所の確保などの扱いは大変難しい問題だと

認識をしております。各地での事例や、環境

省のガイドラインなどによりますと、一定の

ルールを作りながら避難所の運営災害時にお

けるそれぞれの役割について対応しなければ

ならないと、村としては考えております。 

○議長（相川繁治君） 午後１時まで休憩と

いたします。 

休憩 午前12時06分 

再開 午後１時00分 

○議長（相川繁治君） 休憩前に引き続き会

議を開きます。一般質問を行います。 

３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 議長のお許しを得ま

したので、何点か質問させていただきます。

質問１として、子育て支援についてお伺いい

たします。まず一つは、学校給食の無償化の

実施についての提案でございます。一昨年、

国会でも学校給食の無償化ということで質問

されておりましたけれども、私も２度目の質

問になります。 

いち早く高校生まで医療費の無償化は占冠

で進んでおります。子育てのしやすい村とし

て、さらに学校給食を無償化していくべきと

私は考えております。村政の基本として、村

長は、全ての村民が報われる社会をめざし、

「生まれてきて良かった」「育って良かった」

「暮らして良かった」「住み続けたい」と思

える村づくりを考えておられますので、児童

生徒の人数も減少しており、実現しない金額、

現在児童は34名、生徒は22名、およそ260食

給食を食べたとしても総額410万程度、とい

ったら語弊があるかもしれませんけども、そ

れくらいの金額が必要ですが、実現できない

金額ではないと考えます。村長の考えを伺い

たいと思います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 大谷議員のご質問に

お答えをしたいと思います。学校給食の無償

化の実施のご提案でございますけれども、学

校給食にかかる村の負担額につきましては、

平成29年度ベースで、約1760万円となってお

ります。その一方で、児童生徒の給食費の単

価は小学生１から２年生が255円、小学校３

～６年生が260円、中学生が315円であり、給

食費の滞納等もない状況でございます。 

村といたしましては、各世帯の所得の格差

により子供たちの教育の格差が生まれないよ

う目配りが必要であると同時に、持続可能な

サービス提供をしていくために、必要な受益

者負担を求めていく必要があると考えており

ます。以上です。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 今のお答えですと、

無償化にしていく考えはないというお話でよ

ろしいでしょうか。現在も1760万円負担をし

ているということですね。今、私が提案して

いる400万程度を入れますと、2100万くらい

負担が増えますよというお答えでよろしいで

しょうか。総額が負担になるよということで

すよね。では、村長として「育って良かっ

た」「暮らして良かった」「生まれてきて良か

った」という基本理念は、どのような状況を
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謳っているものなのかお聞きしたいと思いま

す。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） まず、1710万という

のは総額でございます。個人負担につきまし

ては、301万８千円となってございます。こ

の必要な受益者負担については、求めていこ

うという考え方でございます。現在におきま

しても、毎月の給食費の支払いが困難になる

可能性の高い要保護世帯や準要保護世帯につ

きましては、給食費が無料とされております。

教育の格差について言われている昨今におい

て、さまざまな事情により希望が叶わない、

環境改善をしていく必要があると私は考えて

おります。 

今後におきましても、適正な受益者負担は

お願いしながら財源を確保し、教育の格差も

生じる項目等、公設塾だとか、国際交流、そ

れから平和体験学習など、占冠村独自の多様

な教育機会の確保を図りながら、子供たちが

学びやすい環境づくりを進めてまいりたいと

考えているところでございます。給食につき

ましては、そういった意味で持続可能なサー

ビスを提供していくために、一定の負担を求

めていきたいと考えているところでございま

す。以上です。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 適切な受益者負担、

持続可能な負担というふうにお伺いしました

けれども、無償化については全国レベルでお

話が出ていると思うんですね。今後、今すぐ

うんぬんとは言いませんけれども、徐々に給

食費、自己負担分を下げていくという可能性

もあるかと思うんですね。 

いっぺんに無償化にしてというふうには申

し上げませんけれども、徐々に負担額を減ら

していって、いずれ無償化にして、子育ての

しやすい、いろいろな施策はあるとは思うん

ですけれども、学校給食の無償化も子育ての

しやすい村づくりという観点にしては、実施

したほうがよろしいんじゃないかと思います。

もう一度お考えを伺います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 教育環境の整備につ

いて、現在、村ではＩＣＴ、あるいは公設塾、

さまざまな要素によって受けられない教育を

行政が、そういった格差を解消するために無

償でサービスを提供しているというのが、そ

のことのほうが確実に教育環境の整備につな

がると考えております。医療費を無償化して

いるというのは、どんな病気になるか分から

ない、それからいくら掛かるかも分からない、

というそういった不安を解消した中で教育を

各家庭でしていただきたいというような思い

もありまして、そういったことで医療費につ

いては無償化をいち早く行ったということで

ございます。以上です。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 医療費の無償化は本

当に素敵だなと思っておりますし、これから

も続けてほしいと思いますけども、学校給食

ということに関しては今のお答えは違うかな

と思っているんですね。今後の課題として提

案したいと思いますので、今後もこのことに

関しては何度となく質問させていただいて、

その方向に向けて進んでいってほしいと私は

思っております。 

続きまして、占冠保育所建設の進捗状況を

お伺いしたいと思います。このことに関して

は、いろいろと村長とやり取りさせていただ

いて、アンケート調査を占冠地区全戸にして

いただきまして、結果も発表されいてると思

います。その後、設計業者も決定され、青色

地図と言うんでしょうか、設計を見せていた
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だいておりますけども、村民に対して周知は

されていないと思いますので、どの程度の話

合いが行われていて、どの程度の設計状況に

なっているのか、説明をお願いいたします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 占冠保育所の建設の

進捗状況ということのご質問にお答えをした

いと思います。保育所建設について、概要に

ついてご説明を申し上げたいと思います。７

月17日に設計委託業務の契約を締結いたしま

して、８月９日と10月５日に保護者、関係者

のワークショップを２回開催し、述べ23名の

保護者の出席のもと、駐車場のスペースの確

保、複合遊具の希望、泥遊びのできる場所の

確保、エアコンの設置など意見が多く出され

ておりました。その間、６回の設計会社との

打ち合わせを行い、ワークショップでも出さ

れた意見を検討しています。併せて11月に行

われました住民懇談会においても、保育所建

設の進捗状況についてお知らせし、ご意見を

いただいたところでございます。 

今後の予定といたしましては、１月中旬に

３回目のワークショップを開催し、１月下旬

に基本設計ができあがるという予定になって

おりまして、２月中にパブリックコメントを

行い、ご意見をいただきながら、この間も随

時設計業者と打ち合わせを行い、３月20日に

実地設計が完成する見込みで予定をしてござ

います。以上です。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 今、議会ということ

で説明していただきましたけれども、この実

施の設計は３月20日にできるということです

けれども、これはどのように村民に周知され

るのかをお伺いします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） ただ今ご説明申し上

げたとおり、村づくり条例に基づく内容で２

月中にパブリックコメントで周知を行い、意

見をいただきたいと考えております。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） パブリックコメント

２月に行われるということですけれども、こ

れは村民全員に周知されるということですか。

行われる日は。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） そういうご理解で結

構だと思います。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 村民の皆さんもアン

ケートをいただいたということで、いろいろ

な面で注目している事業になるかと思います

ので、滞りのない周知を村民にしていただき

たいと希望して、この質問は終わらせていた

だきたいと思います。 

質問２に移らせていただきます。観光客に

対してのごみ処理についてですが、自分のご

みは自分で処理するのは基本ということで９

月の定例会での質問でもお話を伺っておりま

す。ですが、ごみの減量化は進んでいない状

況だと思っております。ましてや、観光客に

対しては、なおさらということになると思い

ます。11月に行われた中学生とのＣＳ議会で

ごみの関係、私と中学生とやり取りをさせて

いただきました。その時に、感じたんですけ

れども、地域単体での自治体で行うというこ

とは、これは本当に観光客に対しては無理だ

と認識しております。 

ですので、近隣の自治体、近隣の道の駅同

士の連携が必要だと思います。単独でやると、

そこのところに全部ごみが集中するとも伺っ

ておりまして、連携は必要だと思いますので、

これに対して村長は自治体との話し合いを行

われているのか、お聞きしたいと思います。 
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○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） ごみの減量化に向け

た取り組みとしまして、村内６地区において

一般廃棄物住民説明会を開催し、分別の方法

などについて住民と意見交換を行っておりま

す。また、ふるさと祭りではリサイクルコッ

プの活用を行い、ごみの減量化の取り組みを

行っているところでございます。また、星野

リゾートとは、自社分の生ごみを全て自己で

処理することとするなど、ごみの減量化に向

けた努力は進めているところでございまして、

一定の成果は上がっていると考えております。 

ご質問の各自治体との協議でございますけ

れども、占冠村に限らず、多くの道の駅では

10年以上前からごみ箱を設置しておらず、道

の駅にはごみ箱が設置されていないというの

は、既に旅行客にも浸透してきており、概ね

苦情は出ていないところでございまして、具

体的に自治体間でそういった議論をした経過

はございません。以上です。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 自治体同士では検討

はしていないということでございますけれど

も、観光客は国全体で誘致していますよね。

自治体でも観光客を入れるということで、自

治体を潤すための施策として、観光客誘致は

図っているかと思うんですね。観光客に対し

て自治体として、どのような方法でさらに再

度来ていただくというか、そういう施策とし

て、このごみの処理というかそういうのは、

リゾートは別問題として通過観光客に対して

の方法としてごみ処理は必要かと思うんです

けども、そのへんは村長、どういうふうに考

えていらっしゃいますか。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 通過客、入込人口に

なりますけれども、さまざまあるかと思いま

す。それぞれ、ごみに関する認識は、ごみを

持ち帰るよう推奨しているんではなくて、ご

みを持ち込まないということが浸透してきて

いるというような認識でございます。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） ごみは持ち込まない。

買ったお店で処理していただく、持ち込んで

いただくという話は聞いておりますけれども、

口頭で言えば「いいよ」ということだろうと

は思いますけれども、そういう表示は道の駅

を見ましてもございませんよね。表示のこと

に関しては村としてやるべきものではないの

かと思います。そういう提案はしていくべき

かと思うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 平成29年度の占冠村

の道の駅の入込数は58万6712人であります。

多くの道の駅でごみを持ち込まないという取

り組みが進められておりまして、これらが発

生ごみの抑制のために、ごみを持ち込まない

観光スタイルの促進に向けて、観光客への理

解、協力が得られるよう指定管理者とも協議

しながら、ポスター等の掲示等を行って周知

をしてまいります。 

冒頭言われた、店で購入したものについて、

店が処理をしないということではなくて、そ

れは受け入れをしてやるということで、その

ことをお知らせする、周知をする方法を指定

管理者とも協議してまいりたいと考えており

ます。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 指定管理者、各商店

にそういう旨の話をしていただけるというこ

とですけれども、占冠村に専用ごみ袋がござ

いますので、それの活用を考えたことはござ

いますでしょうか。 

○議長（相川繁治君） 村長。 
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○村長（田中正治君） 専用ごみと言われる

のは、分別収集の専用ごみでございますね。

それを旅行者に売るとか、そういった検討は

しておりません。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 検討していないとい

うことですけれども、何泊もされていく観光

客がいらっしゃいますね。団塊の世代、これ

から高齢者というか60代、70代の方、元気に

旅行されているのを見ていますので、何泊も

道内で過ごされる方、それこそ何泊ものごみ

を持って歩くということになりますので、占

冠で出されたごみのみ処理するというわけに

はいかないとは思いますけれども、その専用

ごみの活用を道の駅と協議していただけたら

なと考えます。それは今後の課題として、村

長に提案したいと思いますのでお願いしたい

と思いますが、こういう考え方はだめでしょ

うか。もう一度お願いします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 専用ごみは仮に行っ

たとして収集日が違うわけですね。ごみ袋を

買っていただいても、きちんと分別されて、

きちんと預けていかれるということが徹底さ

れるかどうかという疑問もあります。仮に混

合ごみで置いていかれると、結果的に分別の

作業は、道の駅で行って、埋め立ては占冠村

が担当するという制度設計になりますので、

制度設計はいろいろあると思いますが、今ま

で申し上げたとおり、基本的にはごみは持ち

帰りをいただく姿勢で臨んでいかなければな

らないと考えております。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） ごみは持ち込まない、

お持ち帰りいただくという表示が必要かと思

いますので今後もよろしくお願いしたいと思

います。 

では、質問３に移らせていただきます。先

ほど来、いろいろな方が避難所について質問

されているところですけれども、私も避難所

について質問させていただきます。占冠地区

は水害時には占冠中学校、占冠地域交流館、

雪害の時にはコミュニティプラザ等を利用し

て避難所を開設されていると思います。トマ

ム地区はトマムコミュニティセンター、トマ

ム学校が指定されていると思います。 

他に各行政区にあります、集会所と申して

いいんでしょうか、住民センターと申してい

いか、そこも避難所として指定されていると

思います。ですが、この避難所に関しては備

蓄されるものが一つもないという状況になっ

ておりますので、このへんのことは村長、ど

うお考えになっていますか。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 避難所の備蓄物の関

係のご質問でございますけれども、村内には

避難所が９カ所指定されております。非常食、

飲料水、毛布などの備蓄につきましては、占

冠中学校備蓄倉庫、トマムコミュニティセン

ターに集中的に配備をして、管理をしており

ます。各避難所で必要となる物資につきまし

ては、発災前に開設が決定された避難所に備

蓄倉庫から輸送することとしております。 

しかしながら、予測できない地震災害の際

は、道路の寸断などにより、物資輸送が困難

となることも予想されますことから、議員の

ご指摘のように、今後については、その地域

の状況を考慮しながら、計画的に備蓄物資を

分散配備し、災害時の備えを整えてまいりた

いと考えております。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 即実施というわけに

はいかないとは思いますけれども、いつなる

か分からないのが災害ですので、考慮してい
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ただきたいと思います。ましてや、各集会所

を避難所とするには、不適切な場所もござい

ますので、そのへんのことも考慮しながら進

めていただきたいと思います。 

避難所に関してですけども、公共施設表示

というんでしょうか、ここも避難所だよとい

うような表示が、大きな公共施設にはあるん

ですが、避難所という表示の施設が一つもな

いんですね。このことに関して、村民は分か

っているといっても、集会所が避難所になっ

ているよというのは、意外と認識がないのか

なと思いますので、村民だけではなく通りす

がりの人、観光客にも分かるような表示が必

要かと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 避難所の表示につい

ては、防災ハンドブック等で全戸に配布をし

ておりますし、新規にお住まいの方にも配布

をしていただいていて、その中で周知をさせ

ていただいているところでございます。議員

のご指摘のように、大きな避難所につきまし

ては、そういった表示も必要かと思いますの

で、今後、検討させていただきたいと思いま

す。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 検討していただける

ということですが、災害はいつ起こるかわか

りませんので早急にしていただきたいと思い

ます。 

先ほど、物資輸送を計画的に行いたいと言

われていましたが、災害の起こる時間は分か

らないことですので、この物資輸送もできな

くなる状況も考えられます。そこに集まる住

民の総数を備蓄してくれとは言いませんので、

備蓄は早急にしていただきたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 備蓄物の管理につい

ては、先ほど２カ所で集中的に管理をして、

発災後に輸送するというお話をさせていただ

きました。先般の住民懇談会でも、避難所に

物資が一切ないよというご意見等がありまし

たので、そういったことを受けて、平成31年

度予算で分散配備をどの程度できるか、ちょ

っと決めておりませんけれども、一定の必要

物資については分散をして配備をしたいとい

うことで、今、取り進めているところでござ

います。以上です。 

○議長（相川繁治君） 次に４番、長谷川耿

聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） それでは一般質問

をいたします。公園の整備ということで、中

央地区の３カ所の公園について、それぞれど

のような形で整備するか伺います。公園と名

の付く場所はまだあるようなんですけれども

河川公園、農村公園、それから村発祥の地記

念碑、歌碑公園の３カ所について。 

最近、道の駅に外国人がかなり来ているん

ですね。その動向を見ると、20分から30分く

らい時間がある。それから個人的に来る。た

いてい道の駅の中で商品を見たり、食べ物を

食べたりしておったんだけど、最近、市街の

中を見学して歩く外国人が増えているように

思います。占冠村の一つの小さな村民の、昔

で言うと部落的な考えで、外国人が来る、素

晴らしい地域になったとなんとなく考えるよ

うになっております。 

それで、公園の整備でございますが、まず

１点、河川公園。これは河川敷地内にある河

川公園、これは宮下橋から青巌大橋ですか、

これまでの間の公園ですね。全体がパークゴ

ルフ場で整備されていますが、コース内に太

いヤナギ、ドロノキが生い茂り、枝などが折

れる危険性があるので、剪定等をしてはいか
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がですか。河川公園についてはこのように考

えられますけども、お伺いします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 長谷川議員のご質問

にお答えをしたいと思います。公園の整備に

関するご質問で、１点目で河川公園の件でご

ざいます。現地を見た時間差がちょっとある

のかなと思いますけれども、実は今年度、平

成30年度に河川公園管理委託業務の中で倒木

の危険木、腐れ木とか傾斜木などの落下の恐

れのある枯れ枝などの処理を最近いたしまし

た。今後も危険木等の除去に努めまして、河

川公園の管理を進めてまいりたいと考えてお

ります。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） 太い丸太の木、大

きな木になっちゃって、ヤナギ、ドロノキが

覆いかぶさっているんですよね。剪定するに

しても、相当注意を払わなきゃならないし、

果たしてあれだけ伸ばして、今後、置いとい

ていいものか。場合によっては、伐倒しなき

ゃならんのも出てくると思うんですね。特に

ドロノキ、ヤナギは一番弱い木、樹種なもの

ですから、そのへんを含めて、あのまま本当

に置いておくのか、もう一度。聞き取れん面

もあったものだから。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 平成30年度でも、一

定の整備はさせていただいたんでございます

けれども、31年度で伐根が高い部分は来年度

整備予定にしておりますし、川側に寄せてあ

る木の処分についても、予定をしております。

今年、15本から16本、伐採しておりますけれ

ども、また内容を見て検討はしてまいりたい

と思います。以上です。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） 次に２番目として、

農村公園の整備でございます。この公園は利

用しやすく、年に５、６回大きなイベントが

予定されています。よく整備されていると思

いますが、花木等を再度調査して、このへん

で一度剪定をやってはいかがですか。 

一度剪定をした経緯があります。その後、

私の記憶ですからはっきりしないんだけど、

６年くらい剪定しないで、現状のまま置いて

あります。あのまま置いておくと、イタヤの

木ですから大木になって、しまいに切れなく

なってしまうというような状況です。 

大変この公園はよく整備されているし、そ

れから草刈りもいいと思います。ただ一つだ

け、ここに書いてはいないんですけども、犬

を放されている公園になっているんですよ。

犬がどこでしっこしているか分からんけど、

全体的にあの場所は、トイレみたいな感じが

するんですよね。夏になってくると５台くら

いキャンプカーが停まっていますし、必ずペ

ットの２、３匹がいるはずです。そういう状

況も見受けられますので、まずここには犬ト

イレというんですか、高速自動車道路にある

ような、犬を遊ばす公園を作って、それで実

際に現状を見て、花木等の状況を見て、１回

大々的な剪定作業をやったほうがいいかと。

これについてお答え願います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 農村公園の整備でご

ざいますけれども、農村公園の管理におきま

しては、これまで草刈り等を行っていますけ

れども、樹木の管理は数年手をかけていない

ということで、議員のご指摘のとおりでござ

いますので、平成31年度において枯れ木の処

理だとか、枝の剪定を行ってまいりたいと考

えております。 

犬のドッグランについては９月定例会にお

いても議論があったんでございますけれども、



 31 / 57 

用地等の関係も含めて、そういったご要望に

応えていけるかどうかの検討をするというこ

とでお答えをしておりますので、少し時間を

いただきたいなと思います。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） 花木等を再度調査

して剪定する。農村公園全体を見渡すと、将

来大木になってどうしようもならん木もある

んですね。そういうこともよく調査して、や

ったほうがいいかと思います。 

次に３番目に、村発祥記念碑、歌碑公園。

歌碑公園は開基90年記念事業として設置され、

現在に至っています。したがって、平成４年

に植え付けしたままの姿です。公園の状況を

調査して、不要な樹木は伐採するなど美しい

公園にしてはいかがかと。 

現状、行ってみたら、ちょっと小さめの歌

碑だったものですから、どこにあるか分から

ない。ただ、村発祥の記念碑、あれは途中で

あそこに移転されたものです。歌碑公園とし

て作るぞと言って作って、そのまま手入れが

１回もされていないと。ボランティアの方が

何回か枝を切ったり、草取りした経緯はある

と思います。そういうことで、これも一つ、

家に被さってきているもんですから、ああい

う木はもう一回整備して、僕の記憶では、当

時、名前は出さないほうがいいかなと思うん

ですけれども、その方がイタヤの木を仕立て

たのを持ってきたんだよね。至る所にそうい

うのがあるんだけど、すでにぼうぼうになっ

ちゃっているから。 

だから、不要な木、垣根等にある２種類の

木、ヒバの木が約30本、それからエゾ松の木

が29本あるんですよ。ニレの大木があります。

それから村発祥の記念碑のとこには、ナラの

大木があります。そういうのは、誰かが寄付

されたんだと思うんですけれども、大体30年

ぐらい経つとあれくらいに土地がいいからな

りますけども、もう一回全部きれいに始末し

て、新しく植え直してはどうかと。植え直し

たら必ず手入れをしなきゃならんと。手入れ

しないとまた30年目に同じこと言われると思

いますので、そのへんの考え方を村長、これ

をやるときはに意を決して。 

昔、図書館の前の木を１本切るのに、あれ

は39年生でした。中が腐っちゃってね。トウ

ヒの木で用材としてもなんにしても使い物に

ならない木。誰があんなとこに持ってきて植

えたんだって、歴史を調べてみたらどうも言

っている本人らしいんだけど、森林組合の時

代。あの１本の木を切るのに相当時間がかか

ってようやく伐採できたと経緯もあります。

だからある程度、度胸を持ってきれいにして

いただきたい。このように考えております。

以上。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 村発祥の記念碑、歌

碑公園の樹木についてでございますけれども、

この公園の樹木の状況につきましては、整備

から26年が経過をし、その歳月に合わせて樹

高も高くなり、また、樹木の間隔も込み合っ

ており、近隣住民からも日当たりも悪く、落

ち葉の処理等について改善を求めるご意見等

も頂戴しております。また、近年ではカラス

が巣を作り、住民を威嚇するなどの苦情もあ

ります。通学路にも面していることから、村

としても安全確保のために、早急な対応が必

要と考え、検討を進めていたところでござい

ます。 

平成31年度の予算の中で、樹木の伐採につ

きましては、記念碑、歌碑、近隣住民及び通

行人に支障をきたさぬよう樹高の高い樹木を

剪定しまして、伐採することで環境美化、景

観改善を図ってまいりたいと考えております。
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私、最初に平成31年と申しあげましたけれど

も、担当課の予算の状況によっては、本年度

中に伐採もする可能性もあることを付け加え

させていただきたいと思います。以上です。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） 公園の整備やなん

か、私はこれから言うチャンスがあんまりな

くなるもんですから、もう１点だけ言わせて

ください。 

実は今日、１番最初に山本議員がトマムの

公園計画ということを言って、住民の方がワ

ークショップをやって、いろいろと絵ができ

あがっているんです。たまたま去年、トマム

の人があんな熊の出るところへ公園作ってど

うするんだって、僕は答えようないのね。み

んなが作るっていうから作ったんだし。もと

もと熊の出る山の中に作っているんだから、

熊と共存しながら作った以上はやらなきゃな

らないんでないかと。そういう考え方もあっ

て、本当にトマムの人たちがこのトマム公園

に賛成しているかどうかという疑問がありま

す。 

建設するうえでもっと慎重にやってもらい

たいのと、今この公園の整備について３つほ

ど言いましたけれども、必ず作った後には、

整備をしていかなきゃならん。30何年も90周

年のやつを今まで吹っ飛ばしておくからとん

でもなく木が大きくなって見づらくなる。だ

から、トマムの大々的な絵を見ると、あれを

作って今後整備していくのにどういう方法で

やるのか、このへんの計画もしっかり教えて

いただきたいと。今日は答弁はよろしいです。

そういうことを希望して終わります。 

○議長（相川繁治君） 村長。答弁してやっ

てください。そうでないと要望で終わっちゃ

うので。 

○村長（田中正治君） さまざまな事業にお

いて、記念行事において記念植樹、あるいは

公園整備、そこには植栽というものが発生を

して、議員のご指摘のとおり、放置をすると

木が邪魔者になってしまうと。やっぱり適正

な管理をすることが必要だろうということを

自分なりに思いました。そういった意味では、

トマム公園についても管理がきちんとできる

ような方向で、検討を加えていくということ

は必要だろうなと思っております。いずれに

しましても、この公園、樹木については、適

正な管理について村としても留意してまいり

たいとご理解をお願いいたします。 

○議長（相川繁治君） これで一般質問を終

わります。ここで午後２時まで休憩します。 

休憩 午後１時52分 

再開 午後２時00分 

○議長（相川繁治君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 

◎日程第４ 認定第１号 

○議長（相川繁治君） 日程第４、認定第１

号、平成29年度占冠村一般会計及び各特別会

計歳入歳出決算認定についての件を議題とし

ます。本件について、決算特別委員会の報告

を求めます。 

決算特別委員長、工藤國忠君。 

○決算特別委員長（工藤國忠君） 議長のお

許しをいただきましたので、決算特別委員会

審査報告をさせていただきます。平成30年９

月11日開催の第３回占冠村議会定例会におい

て付託されました、認定第１号、平成29年度

占冠村一般会計及び各特別会計歳入歳出決算

認定についての件は、去る10月30日・31日、

本委員会を開催し、審査の結果、認定すべき

ものと決定しましたので、会議規則第76条の

規定により報告いたします。以上で報告を終

わります。 
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○議長（相川繁治君） これから平成29年度

占冠村一般会計及び各特別会計歳入歳出決算

認定についての件を採決します。 

 この採決は起立によって行います。この採

決に対する委員長の報告は認定とするもので

す。委員長の報告のとおり、認定することに

賛成の方は起立願います。 

（全議員起立） 

○議長（相川繁治君） 起立多数です。した

がって平成29年度占冠村一般会計及び各特別

会計歳入歳出決算認定についての件は、認定

することに決定しました。 

 

◎日程第５ 議案第１号から日程第７ 議案第

３号 

○議長（相川繁治君） 日程第５、議案第１

号、占冠村議会議員の議員報酬及び費用弁償

等に関する条例の一部を改正する条例を制定

することについての件から日程第７、議案第

３号、占冠村職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例を制定することについてまで

の件、３件を一括議題とします。 

提案理由の説明を求めます。総務課長、多

田淳史君。 

○総務課長（多田淳史君） それでは議案書

１ページをお開きください。議案第１号、占

冠村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関

する条例の一部を改正する条例を制定するこ

とについてご説明を申し上げます。 

 本件は、人事院勧告に準じまして第５条第

２項に規定する期末手当を改正するものでご

ざいます。第１条におきまして、平成30年度

12月期分を現行100分の227.5から100分の

232.5に改め、第２条におきまして、平成31

年度の６月期分を現行100分の212.5から100

分の222.5に改め、12月期分を100分の232.5

から100分の222.5に改めようとするものでご

ざいます。施行期日につきましては公布の日

から施行し、平成30年12月１日から適用する

こととし、第２条に関しましては、平成31年

４月１日から適用することとなってございま

す。 

 続きまして議案書３ページをお願いいたし

ます。議案第２号、特別職の職員で常勤のも

のの給与に関する条例の一部を改正する条例

を制定することについてご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましても人事院勧告に準じまし

て第４条第２項に規定する期末手当を改正す

るものでございます。第１条におきまして平

成30年度12月期分を現行の100分の227.5から

100分の232.5に改め、第２条におきまして、

平成31年度の６月期分を現行100分の212.5か

ら100分の222.5に、12月期分を100分の232.5

から100分の222.5に改めようとするものでご

ざいます。施行期日につきましては公布の日

から施行し、平成30年12月１日から適用する

こととし、第２条に関しましては、平成31年

４月１日から適用することとしてございます。 

 続きまして５ページをお願いいたします。

議案第３号、占冠村職員の給与に関する条例

の一部を改正する条例を制定することについ

てご説明を申し上げます。 

 本件につきましても人事院勧告に準じまし

て一般職の給与及び勤勉手当について改正す

るものでございます。職員の給与につきまし

ては初任給を1500円、若年層について１千円

程度引き上げ、その他平均で0.2％の改正を

行うものでございます。第１条におきまして

平成30年度の職員の勤勉手当について、12月

期分を現行100分の90を100分の95に改め、再

任用職員の勤勉手当を現行100分の42.5を100

分の47.5に改めるものと、一般職の給与表の

改定でございます。 
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第２条におきましては、職員の期末手当に

ついて、６月期分は1.225月を1.30月に、12

月期分は1.375月を1.30月に改め、６月期と

12月期の割合を同一にするものでございます。

再任用職員につきましても同様の考え方から、

６月期と12月期分の支給月をそれぞれ0.725

月とするものでございます。また、職員の勤

勉手当は平成30年度について12月期において、

現行0.90月を0.95月に改め、平成31年度の改

正については６月期及び12月期において、そ

れぞれ0.925月に改め、再任用職員の勤勉手

当についても平成30年度分が12月期分を

0.475月に改め、平成31年度の改正について

は職員と同様の考え方から、それぞれ0.45月

に改正するものでございます。施行期日につ

いては、一般職の給与については公布の日か

ら施行し、平成30年４月１日から適用、勤勉

手当については公布の日から施行し、平成30

年12月１日から適用し、第２条の規定につき

ましては平成31年４月１日から適用すること

としてございます。以上、ご審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○議長（相川繁治君） これで提案理由の説

明を終わります。 

 

◎日程第８ 議案第４号から日程第13 議案第

９号 

○議長（相川繁治君） 日程第８、議案第４

号、平成30年度占冠村一般会計補正予算、第

３号の件から日程第13、議案第９号、平成30

年度占冠村介護保険特別会計補正予算、第２

号の件までの件、６件を一括議題とします。 

提案理由の説明を求めます。議案第４号に

ついては総務課長、多田淳史君。 

○総務課長（多田淳史君） それでは議案書

９ページをお開きください。議案第４号、平

成30年度占冠村一般会計補正予算、第３号に

ついてご説明を申し上げます。平成30年度占

冠村一般会計補正予算、第３号は歳入歳出そ

れぞれ540万円を追加し、歳入歳出予算の総

額をそれぞれ25億6310万円とするものと、地

方債の変更１件でございます。 

 以下、歳入からご説明申し上げます。15ペ

ージをお開きください。今回から様式が若干

変わっておりますので、見辛いと思いますが

お聞きいただきたいと思います。それでは、

15款、２項、道補助金において４目、農林業

費道補助金は森林整備事業補助金で59万２千

円の減額。 

15款、３項、委託金において１目、総務費

委託金は知事・道議選挙委託金で180万円の

増額。 

16ページをお願いいたします。17款、１項、

寄附金において５目、民生費寄附金は福祉事

業寄附金３万円の増額。 

17ページになります。18款、１項、繰入金

において１目、財政調整基金繰入金は財政調

整基金繰入金275万８千円の増額。 

18ページをお願いいたします。19款、１項、

繰越金において１目、繰越金は前年度繰越金

133万２千円の増額。 

19ページをお願いいたします。20款、３項、

貸付金元利収入において７目、奨学資金貸付

金収入は奨学資金貸付金収入滞納繰越分58万

８千円の増額。 

20款、５項、雑入において１目、雑入は農

業者年金事務手数料１万６千円の減額です。 

20ページをお願いいたします。21款、１項、

村債において４目、農林業債は林業専用道鬼

峠支線開設工事事業50万円の減額でございま

す。 

次に歳出についてご説明をいたします。21

ページになります。１款、１項、議会費にお

いて１目、議会費は議員手当５万７千円の増
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額、議員共済費64万２千円の減額、議場音響

設備購入費４万１千円の増額でございます。 

22ページになります。２款、１項、総務管

理費において１目、一般管理費は臨時雇上賃

金37万８千円の増額、人事評価システム委託

料35万７千円の増額、富良野広域連合負担金

220万円の減額、職員住宅等補助金29万９千

円の増額。４目、財産管理費は営工村有住宅

屋根雪下ろし業務委託37万８千円、用地測量

等業務委託料15万７千円、農協倉庫使用料３

万８千円の増額でございます。５目、総合セ

ンター管理費は燃料費45万円、修繕料59万６

千円の増額。６目、コミュニティセンター管

理費は燃料費32万円の増額。10目、旅客自動

車運送事業費は燃料費59万５千円、修繕料

105万円の増額です。11目、諸費は常勤嘱託

賃金１万４千円の増額でございます。 

２款、４項、選挙費は知事・道議選挙の告

示日が３月21日となっていることから今年度

中の必要な予算を計上するもので、23ページ

にございますように230万円の増額となりま

す。 

24ページをお願いいたします。３款、１項、

社会福祉費において１目、社会福祉総務費は

福祉灯油27万円、福祉基金積立金３万円の増

額、介護保険会計繰出金40万円の減額。 

３款、２項、児童福祉費において１目、児

童福祉総務費は平成29年度子ども・子育て支

援交付金返還金13万３千円、平成29年度子ど

ものための教育・保育給付費道費負担金返還

金17万２千円、平成29年度子ども・子育て支

援体制整備総合推進事業費国庫補助金返還金

３千円、平成29年度子どもための教育・保育

給付費国庫負担金返還金34万３千円の増額で

す。２目、保育所費は燃料費20万円の増額で

ございます。 

25ページになります。４款、１項、保健衛

生費において、１目、保健衛生総務費は地域

センター病院産婦人科医師確保対策事業負担

金34万６千円、妊産婦健康診査費助成金２万

円の増額。２目、予防費は総合健診委託料30

万円、がん検診・エキノコックス症検査委託

料70万円の減額。５目、後期高齢者医療費は

北海道後期高齢者医療広域連合市町村負担金

95万１千円の増額でございます。 

26ページをお願いいたします。６款、１項、

農業費において１目、農業委員会費は財源振

替。２目、農業振興費は常勤嘱託職員賃金

158万１千円の減額。基幹水利施設管理事業

負担金28万５千円の増額。５目、農村総合整

備費は燃料費２万２千円の増額でございます。 

６款、２項、林業費において１目、林業振

興費は野生鳥獣専門員29万８千円、常勤嘱託

職員賃金２万１千円、熊・鹿駆除捕獲奨励金

68万円、燃料費10万７千円の増額、河川公園

管理委託業務11万４千円、上トマム地区治山

施設調査設計委託業務32万８千円、林道・作

業道等草刈業務委託料15万３千円、村有林材

製材業務委託料53万９千円の減額、住宅使用

料16万６千円の増額、林業専用道鬼峠支線開

設工事116万１千円の減額、治山林道協会上

川支部負担金７万９千円の減額、有害獣残滓

処理補助金40万円の増額でございます。 

28ページをお願いいたします。８款、３項、

住宅費において１目、住宅管理費は燃料費80

万円、修繕料105万８千円の増額、遊具定期

点検業務６万３千円、占冠団地排水管清掃委

託料37万８千円、教員住宅給湯機取替工事20

万４千円、住宅用火災警報器交換工事31万９

千円の減額でございます。 

29ページです。10款、１項、教育総務費に

おいて２目、事務局費は燃料費６万５千円の

増額。３目、義務教育振興費は臨時雇上賃金

140万５千円の減額、講師謝礼16万円、費用
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弁償13万５千円の増額。４目、育英事業費は

燃料費15万７千円の増額でございます。 

10款、２項、小学校費において１目、学校

管理費は燃料費107万円、光熱水費42万５千

円の増額。２目、教育振興費は要・準要保護

児童援助費３万円の増額でございます。 

10款、３項、中学校費において１目、学校

管理費は燃料費85万３千円、光熱水費２万２

千円の増額、学校管理備品購入費７万４千円

の増額。２目、教育振興費は燃料費５万７千

円の増額でございます。 

30ページをお願いいたします。10款、４項、

社会教育費において３目、コミュニティプラ

ザ管理費は燃料費20万９千円の増額です。 

31ページになります。13款、１項、普通財

産取得費において１目、土地取得費は手数料

４万７千円の増額、土地購入費59万８千円の

減額です。２目、建物取得費は建物取得費７

万５千円の減額でございます。 

32ページをお願いいたします。14款、１項、

職員費において１目、職員費は一般職給料

119万円の減額。特別職手当等９万円、一般

職手当等110万円の増額でございます。 

戻りまして10ページ及び11ページをお願い

いたします。補正後の歳入歳出予算の金額は、

第１表、歳入歳出予算補正のとおりでござい

ます。12ページをお願いいたします。地方債

の補正につきましては、第２表のとおり、過

疎対策事業債につきまして変更しようとする

ものでございます。以上、ご審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○議長（相川繁治君） 議案第５号から議案

第６号については、住民課長、小尾雅彦君。 

○住民課長（小尾雅彦君） 議案書33ページ

をお願いいたします。議案第５号、平成30年

度占冠村国民健康保険事業特別会計補正予算、

第３号の提案内容の説明をいたします。平成

30年度占冠村国民健康保険事業特別会計補正

予算、第３号は、歳入歳出それぞれ70万円を

追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億

7350万円にしようとするものです。歳入歳出

予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの

金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は第

１表、歳入歳出予算補正によります。 

 以下、事項別明細書にて説明を申し上げま

す。37ページをお願いいたします。４款、１

項、道補助金、１目、保険給付費等交付金に

おきまして、特別交付金で37万円の増額です。 

 38ページです。５款、１項、繰入金、１目、

一般会計繰入金では、職員給与費等繰入金で

３万円の増、その他一般会計繰入金で３万円

の減額です。２目、国保財政調整基金繰入金

では11万９千円の増額です。 

 39ページです。６款、１項、繰越金、１目、

繰越金で前年度繰越金が21万１千円の増額で

す。 

 40ページです。歳出です。１款、１項、総

務管理費において１目、一般管理費では一般

職給与で５千円の増額、一般職の職員手当で

２万５千円の増額です。２目、連合会負担金

では、国保連合会北海道クラウドプレミアム

運用負担金で27万円の増額です。 

 １款、４項、趣旨普及費、１目、趣旨普及

費では消耗品で３万円の減額です。 

 41ページ、５款、２項、保健事業費、１目、

保健事業費ではがん検診委託料で43万円の増

額です。 

続きまして、議案43ページです。議案第６

号、平成30年度村立診療所特別会計補正予算、

第２号の提案理由のご説明をいたします。平

成30年度村立診療所特別会計補正予算、第２

号は、歳入歳出それぞれ10万円を追加し、歳

入歳出予算の総額をそれぞれ9050万円にしよ

うとするものです。歳入歳出予算の補正の款
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項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は第１表、歳入歳出

予算補正によります。 

 以下、事項別明細書にてご説明申し上げま

す。47ページをお願いいたします。歳入です。

５款、１項、繰越金、１目、繰越金は前年度

繰越金で10万円の増額です。 

 48ページ、歳出です。１款、１項、施設管

理費、１目、一般管理費では一般職給与で６

千円の増額、一般職の職員手当で１万９千円

の増額、共済組合分の共済費で２万６千円の

減額、退職手当組合分で１千円の増額です。

３目、トマム診療所管理費では燃料費で８万

円の増額です。 

 49ページ、２款、１項、医業費、２目、ト

マム診療所医療用機械器具費では超音波診断

装置等賃借料で２万円の増額となっておりま

す。以上、ご審議のほどよろしくお願いいた

します。 

○議長（相川繁治君） 議案第７号から議案

第８号については、建設課長、小林昌弘君。 

○建設課長（小林昌弘君） 議案書51ページ

をお願いいたします。議案第７号、平成30年

度占冠村簡易水道事業特別会計補正予算、第

２号についてご説明いたします。歳入歳出予

算の総額から歳入歳出それぞれ70万円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

１億670万円とするものでございます。 

議案書55ページをお願いいたします。歳入

より説明いたします。１款、２項、１目、審

査手数料８万５千円の増額。 

56ページです。４款、１項、１目、繰越金、

前年度繰越金で１万７千円の増額。 

57ページです。５款、１項、１目、雑入、

消費税及び地方消費税還付金で80万２千円の

減額でございます。 

58ページです。歳出の説明をいたします。

１款、１項、１目、一般管理費、３節、職員

手当等、一般職３万円の増額でございます。 

59ページです。２款、１項、１目、施設維

持費、11節、需用費、修繕料60万円の増額で

ございます。14節、使用料及び賃借料、水道

料金システムリース料105万５千円の減額。

15節、工事請負費、量水器取替工事８万５千

円、ろ過池砂補充工事13万円の減額。16節、

原材料費、量水器の購入で６万円の減額でご

ざいます。 

議案書52ページ、53ページをご覧ください。

補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表、歳

入歳出予算補正のとおりでございます。ご審

議、よろしくお願いいたします。 

続きまして、議案書61ページをお願いいた

します。議案第８号、平成30年度占冠村公共

下水道事業特別会計補正予算、第２号につい

てご説明いたします。歳入歳出予算の総額に

歳入歳出それぞれ20万円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ１億1040万円

とするものでございます。 

議案書65ページです。歳入より説明いたし

ます。５款、１項、２目、浄化槽事業、前年

度繰越金で20万円の増額。 

66ページです。歳出の説明をいたします。

１款、１項、１目、下水道費、２節、給料、

一般職１万２千円の増額。３節、職員手当等、

一般職２万１千円の増額。４節、共済費、一

般職共済組合分４万円の減額、一般職退職手

当組合分７千円の増額でございます。 

67ページです。２款、１項、１目、下水道

費、12節、役務費、手数料で11万円の増額。

13節、委託料、下水道台帳補正業務２千円の

減額、下水道管渠清掃委託業務10万８千円の

減額でございます。２目、浄化槽費、11節、

修繕料20万円の増額でございます。 

戻りまして議案書62ページ、63ページご覧
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ください。補正後の歳入歳出予算の金額は第

１表、歳入歳出予算補正のとおりでございま

す。ご審議よろしくお願いいたします。 

○議長（相川繁治君） 議案第９号について

は、福祉子育て支援課長、木村恭美君。 

○福祉子育て支援課長（木村恭美君） 議案

書の69ページをお願いいたします。議案第９

号、平成30年度占冠村介護保険特別会計補正

予算、第２号についてご説明申し上げます。

平成30年度占冠村介護保険特別会計補正予算、

第２号は歳入歳出予算の総額に歳入歳出それ

ぞれ10万円を追加し、歳入歳出予算の総額を

それぞれ１億950万円とするものです。 

 以下、事項別明細書においてご説明いたし

ます。73ページをお願いいたします。歳入に

ついてご説明いたします。３款、国庫支出金、

２項、国庫補助金において３目、事務費補助

金、介護保険事業費補助金で40万円の増額。 

 74ページをお願いいたします。７款、繰入

金、１項、一般会計繰入金において４目、そ

の他一般会計繰入金、事務費繰入金で40万円

の減額。 

 75ページにまいりまして、８款、１項、１

目、繰越金において前年度繰越金で10万円の

増額でございます。 

 続きまして歳出についてご説明いたします。

76ページをお願いいたします。１款、総務費、

１項、総務管理費において１目、一般管理費

は財源振替でございます。 

 77ページにまいりまして２款、保険給付費、

１項、介護サービス等諸費において１目、居

宅介護サービス等給付費で40万円の増額。２

目、介護支援サービス等給付費で30万円の増

額。３目、施設介護サービス等給付費で177

万円の減額。 

 ２款、３項、１目、特定入所者介護サービ

ス等費において117万円の増額。 

 78ページをお願いいたします。３款、１項、

地域支援事業費において２目、一般介護予防

事業費、需用費の修繕料で１千円の減額。３

目、包括的支援事業費において一般職給料で

５千円の増額、共済費、一般職共済組合分で

５千円の減額。 

 79ページにまいりまして４款、諸支出金、

１項、償還金及び還付加算金において２目、

償還金で１千円の増額でございます。 

 70ページ、71ページにお戻り願います。補

正後の額につきましては第１表、歳入歳出予

算補正のとおりでございます。以上、提案理

由の説明を終わります。よろしくご審議のほ

どお願いいたします。 

○議長（相川繁治君） これで提案理由の説

明を終わります。 

 

◎散会宣言 

○議長（相川繁治君） 以上で本日の日程は

全部終了しました。 

 これで本日の会議を閉じます。 

本日はこれで散会します。 

散会 午後２時36分 
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

 

平成 ３１年  １月 １１日 

 

占冠村議会議長   相 川 繁 治 

（署 名 議 員） 

占冠村議会議員   山 本 敬 介 

占冠村議会議員   五十嵐 正 雄 
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平成30年第４回占冠村議会定例会会議録（第２号） 

平成30年12月14日（金曜日） 

 

○議事日程 

  議長開会宣言（午前10時） 

日程第 １ 議案第 １号 占冠村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一

部を改正する条例を制定することについて 

日程第 ２ 議案第 ２号 特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部を改正

する条例を制定することについて 

日程第 ３ 議案第 ３号 占冠村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を制定

することについて 

日程第 ４ 議案第 ４号 平成 30年度占冠村一般会計補正予算（第３号） 

日程第 ５ 議案第 ５号 平成 30 年度占冠村国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号） 

日程第 ６ 議案第 ６号 平成 30年度村立診療所特別会計補正予算（第２号） 

日程第 ７ 議案第 ７号 平成 30 年度占冠村簡易水道事業特別会計補正予算（第２

号） 

日程第 ８ 議案第 ８号 平成 30 年度占冠村公共下水道事業特別会計補正予算（第２

号） 

日程第 ９ 議案第 ９号 平成 30年度占冠村介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第 10 同意案第 １号 占冠村教育委員会委員の任命につき同意を求めることについ

て 

日程第 11 意見書案第 10 号 難病医療費助成制度の改善を求める意見書 

日程第 12 意見書案第 11 号 2019年度地方財政の充実・強化を求める意見書 

日程第 13 意見書案第 12 号 道教委「これからの高校づくりに関する指針」を抜本的に見

直しすべての子どもにゆたかな学びを保障する高校教育を求

める意見書 

日程第 14 意見書案第 13 号 核兵器禁止条約の日本政府の署名と批准を求める意見書 

日程第 15  閉会中の継続調査・所管事務調査申出 

 

○出席議員（７人） 

  議長  ８番 相 川 繁 治 君  副議長  １番 工 藤 國 忠 君 
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開会 午前10時00分 

 

◎開議宣言 

○議長（相川繁治君） ただいまの出席議員

は７名です。定足数に達しておりますので、

これから本日の会議を開きます。 

 

◎議事日程 

○議長（相川繁治君） 本日の議事日程は、

あらかじめ、お手元に配布したとおりです。 

 

◎日程第１ 議案第１号 

○議長（相川繁治君） 日程第１、議案第１

号、占冠村議会議員の議員報酬及び費用弁償

等に関する条例の一部を改正する条例を制定

することについての件を議題とします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。

これをもって討論を終わります。 

 これから議案第１号、占冠村議会議員の議

員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を

改正する条例を制定することについての件を

採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第１号は原案のとおり可決

しました。 

 

◎日程第２ 議案第２号 

○議長（相川繁治君） 日程第２、議案第２

号、特別職の職員で常勤のものの給与に関す

る条例の一部を改正する条例を制定すること

についての件を議題とします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。

これをもって討論を終わります。 

 これから議案第２号、特別職の職員で常勤

のものの給与に関する条例の一部を改正する

条例を制定することについての件を採決しま

す。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第２号は原案のとおり可決

しました。 

 

◎日程第３ 議案第３号 

○議長（相川繁治君） 日程第３、議案第３

号、占冠村職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例を制定することについての件を

議題とします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。
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これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。

これをもって討論を終わります。 

 これから議案第３号、占冠村職員の給与に

関する条例の一部を改正する条例を制定する

ことについての件を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第３号は原案のとおり可決

しました。 

 

◎日程第４ 議案第４号 

○議長（相川繁治君） 日程第４、議案第４

号、平成30年度占冠村一般会計補正予算、第

３号の件を議題とします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

 ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） おはようございます。

何点かお聞きしていきたいと思います。まず、

議案22ページ、２款、総務費、１項、総務管

理費の５目、総合センター管理費、11節、需

用費の修繕料59万６千円の内容をお願いしま

す。 

 その下、10目、旅客自動車運送事業費、11

節の修繕料について、伺いたいと思います。 

 続きまして、26ページ、６款、農林業費、

２項、林業費の中の１目、８節、報償費、

熊・鹿駆除捕獲奨励金68万円の増の内容につ

いてお伺いいたします。 

 27ページ、同じく６款、２項の19節、有害

獣残滓処理補助金についてお伺いいたします。 

 また、狩猟に関してなんですけれども、12

月５日に恵庭市で痛ましい誤射の事故があり

まして、１名の方が亡くなられております。

その後、どういった対応になっているか。村

内の狩猟の状況、猟区を含めてお伺いいたし

ます。 

 31ページ、13款、１項、１目、土地取得費

の中の17節、公有財産購入費、土地購入費の

59万８千円の減について、内容をお伺いした

いと思います。以上です。 

○議長（相川繁治君） 林業振興室長、今野

良彦君。 

○林業振興室長（今野良彦君） 山本議員の

ご質問にお答えいたします。26ページ、熊・

鹿駆除捕獲奨励金の増額の件でございますが、

まず、熊につきましては、当初、５頭という

ことで予算計上しておりましたが、現在、９

頭ということで、４頭増えております分の増

額でございます。なお、冬期を迎えてこれ以

上の頭数の捕獲はないと考えております。 

次に、鹿でございますが、当初300頭の捕

獲を予算計上しておりましたが、現在、274

頭捕獲しております。今年は鹿の捕獲数が多

くて、過去最大の上限が380頭ということで、

その上限に合わせまして残り106頭分、68万

の増ということでございます。 

 次に、27ページの有害獣残滓処理補助金の

増額の件でございますが、これにつきまして

は、鹿の駆除が多くなるということで、これ

に併せて増額したものです。 

 山本議員の狩猟に関する質問にお答えいた

しますが、不幸にも石狩管内の国有林で38歳

という国有林の職員がマナー違反というには

あまりにも軽すぎることで亡くなられており

ます。それを受けて、村としてどう対応する

かということで、検討してまいりました。 
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まず、文書によって猟友会占冠分会の方々

に注意喚起の文書を送付しています。それか

ら、猟区ということで、安心・安全な猟とい

うことで進めておりますが、それを受けて、

南部森林管理署から占冠村については、そう

いう取り組みがあるので、狩猟については国

有林内であっても行うことについては了解し

ます、という返事をいただいております。 

ただし、北海道猟友会は年内の自粛という

こと。それから、国有林内は、今日の報道に

もありましたけれども、年度内の狩猟禁止と

いうことが出ております。そこで、北海道猟

友会の会員の皆様が、もし、猟区に申し込み

されたときは、年内ついてはそういうことで

自粛願いたいということでお知らせしており

ます。それから、年明け、国有林については

年度内ということなので、申し込みがあって

も北海道の猟友会の会員の方については、国

有林の中は狩猟ができませんよということで

お知らせするという対応を取りたいと思って

おります。 

 なお、村民の方には、本日、村長から決裁

がおりておりますので、ホームページで村民

向けにお知らせするのと、全国のハンターに

分かるようにハンター向けのお知らせを公開

いたします。以上でございます。 

○議長（相川繁治君） 総務課長、多田淳史

君。 

○総務課長（多田淳史君） お答えいたしま

す。まず、22ページの総合センター管理費、

需用費の修繕料59万６千円の増になります。

こちらにつきましては、総合センターのボイ

ラー関連の修繕費、それから、占冠地域交流

館の修繕料ということで59万６千円を計上さ

せていただいております。 

 31ページの土地取得費の土地購入費59万８

千円の減ですけれども、こちらにつきまして

は、今年度、農協倉庫、村で借りている倉庫

を富良野農協から土地と建物を取得するとい

うことで、当初予算を計上しておりまして、

この度、正確な値段が分かりまして、59万８

千円を減額するということになっております。

以上です。 

○議長（相川繁治君） 林業振興室長、今野

良彦君。 

○林業振興室長（今野良彦君） 一部、漏れ

ておりましたのでお話いたします。猟区の狩

猟については先ほど申し上げましたけれども、

農業被害の有害駆除については従来どおり行

っていくということですが、こういう事例が

発生してからのことなので、農業関係者の団

体の方にその旨で要請を受けた形で有害駆除

を行っていくというようなことにしておりま

す。以上です。 

○議長（相川繁治君） 建設課長、小林昌弘

君。 

○建設課長（小林昌弘君） 山本議員のご質

問にお答えいたします。22ページ、２款、１

項、10目、11節、需用費、修繕料の105万円

の計上についてご説明いたします。こちらに

つきましては、村営バスの修繕料でありまし

て、突発的な修繕の対応ということで45万円、

151号車のマフラー修繕で60万円の計上でご

ざいます。以上です。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 少し補足で聞きたい

んですけれども、まず、22ページの総合セン

ター管理費の需用費の修繕料、地域交流館の

どの部分を修繕したいのかお伺いしたいと思

います。 

 あとは、土地購入費、農協倉庫ですけれど

も、結果、いくらで売買になったのか。分か

れば教えてください。以上です。 

○議長（相川繁治君） このままの状態で暫
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時休憩します。 

休憩 午前10時14分 

再開 午前10時16分 

○議長（相川繁治君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

総務課長、多田淳史君。 

○総務課長（多田淳史君） お待たせして申

し訳ございません。まず、総合センター管理

費の修繕料の関係ですけれども、地域交流館

の屋根に上るタラップといいますか、階段部

分の修繕ということになります。 

 それから、土地取得費の農協倉庫の土地購

入費ですけれども、購入予定額が38万９千円

ということで確定するところでございます。 

○議長（相川繁治君） 他に質疑はありませ

んか。 

３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） おはようございます。

24ページ、３款、民生費、１項、社会福祉費

の１目、社会福祉総務費で福祉灯油27万円の

増額になっておりますが、この増額の理由。

１戸単価が増えたのか、燃料高騰にもよると

の回答になるのかなと思いますけれども、ど

のくらいになっているのか、理由をお聞きし

ます。 

 次に、25ページ、４款、１項、保健衛生費、

２目、予防費のがん検診・エキノコックス症

検査委託料70万円の減、関連で国民健康保険

会計のほうにもあるんですけれども、この減

額の理由をお聞きします。 

 28ページ、８款、３項、土木費の住宅費、

１目、住宅管理費、11節、需用費、燃料費の

80万円の増。これは燃料高騰にもよると思い

ますけれども、何軒に相当するものなのかお

聞きします。 

 31ページ、先ほど山本議員も質問している

んですが、13款、１項、普通財産取得費の２

目、建物取得費、17節、公有財産購入費の７

万５千円の減。農協倉庫の建物なのか、どこ

の建物なのか。関連しているならば22ページ

の２款、１項、４目、財産管理費、農協倉庫

使用料、３万８千円の増額になっていますの

で、関連を説明願います。以上です。 

○議長（相川繁治君） 総務課長、多田淳史

君。 

○総務課長（多田淳史君） お答えいたしま

す。建物取得費の７万５千円の減ですけれど

も、こちらにつきましては先ほども申し上げ

ましたとおり、現在、村で借受けしている農

協倉庫を買うということになっております。

その関連としまして使用料を増額していると

ころですけれども、年度当初に購入の予定を

していましたが、先方との話が遅れておりま

したので、購入時期がずれたということで使

用料を計上しなければいけなくなったという

ことでございます。 

○議長（相川繁治君） 建設課長、小林昌弘

君。 

○建設課長（小林昌弘君） 大谷議員のご質

問にお答えいたします。28ページ、８款、３

項、１目、11節、需用費、燃料費80万円の増

額です。こちらにつきましては、占冠駅前の

地域振興住宅の灯油代の高騰によります増額

でございます。平成30年度で予算を組む時に

はリッター80円で組んでおりましたけれども、

現在、この補正ではリッター103円で試算し

ておりますので、このような増額になってご

ざいます。以上です。 

○議長（相川繁治君） 福祉子育て支援課長、

木村恭美君。 

○福祉子育て支援課長（木村恭美君） 大谷

議員のご質問にお答えいたします。24ページ、

３款、１項、１目、社会福祉総務費、20節、

扶助費の福祉灯油の件でございます。議員の
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おっしゃるとおり、灯油単価の高騰という理

由ですけれども、当初予算で１世帯あたり１

万８千円の90世帯ということで見込んでおり

ましたが、高騰ということで１世帯当たり２

万１千円ということで増額予算を上げており

ます。以上です。 

○議長（相川繁治君） 住民課長、小尾雅彦

君。 

○住民課長（小尾雅彦君） 大谷議員の質問

なんですが、25ページ、４款、１項、２目、

予防費で委託料の科目でがん検診・エキノコ

ックス症検査委託料70万円の減額内容です。

減額内容につきましては、詳細は各種がん検

診の項目がありますので、それぞれ受診の結

果に基づきまして減額措置になりますが、大

きくは胃がん検診が当初から14人、受診率で

少なくなったとか、前立腺がん検診の受診率

が低かったものですから、当初から見ますと

52人減員ということで、それぞれのがん検診

の項目で受診率の結果、トータルで70万円ほ

どの減額です。併せて、国保加入者の受診者

については、国保の特別会計に移行して、あ

くまで国保加入者の分については別途交付金

措置が取られるということで、経費のやりと

りになっています。以上です。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） がん検診の件で受診

率の減ということですが、減になった理由と

いうか、がん検診は予防として受診率を上げ

るようにということで言われていますよね。

減になった理由もあると思いますけれども、

今後、この受診率が減にならないような方策

は考えていますか。 

○議長（相川繁治君） 住民課長、小尾雅彦

君。 

○住民課長（小尾雅彦君） 総合健診とがん

検診については、健診の必要性を機会のある

ごとに保健師から住民に伝えさせていただい

ております。保健カレンダーでも検診を受け

ることによって早期発見、早期治療で医療費

も抑制されるということで呼びかけは行って

おりますが、それぞれの検診項目で住民の関

心度が高い、対象者から受診者の割合を出し

ても肺がん検診が22％の受診率で、これが一

番高い状態です。胃がん検診で10％以下なん

ですよね。 

受診率については、住民が必要性は理解し

つつも一般の病院に受診されていて、検診を

受けるまでなくても、自分は大丈夫だという

確信のもとに検診を受けなくても健康管理は

していますというようなスタイルがあるもの

ですから、受診率の回復は課題なんですが、

医療機関からの情報提供もいただきながら住

民の健康管理も保健師が行っておりますので、

情報提供を改善していかないと健康管理がで

きないだろうということで考えております。

医療機関も、富良野については医師会との提

携で情報提供してもらえますが、広範囲に旭

川ですとか、札幌まで利用される方もいます

ので、そうなった場合は情報提供を受けられ

ないということで、実際のところは詳細の把

握ができていません。沿線の関係については

取り決めで情報をいただいております。以上

です。 

○議長（相川繁治君） 他に質疑はありませ

んか。 

 ６番、五十嵐正雄君。 

○６番（五十嵐正雄君） １点だけ、農協倉

庫・土地を購入したということで、31ページ

に載って説明を受けたわけですけれども、住

民感情から言えば、南富良野農協と占冠農協

が合併する時に、持参金を付けて、つまり、

住民の税金を使って、莫大な金を持参して南

富良野農協と合併したと。最終的に富良野農
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協という形で広域合併しているということで、

多くの住民や農家の人たちは反対していたん

ですけれども、残念ながら合併された。挙句

の果てに、合併するのであればお金を持って

こいという話で合併した経過があります。そ

ういった経過から言えば、この農協倉庫・土

地についてはどうぞ、占冠村さんで住民のた

めに使ってくださいということで本来なら農

協から寄付されるべき代物であると考えてお

ります。 

最終的には買ったということなので、それ

はそれで理解するわけですけれども、問題は、

この購入した土地・建物をどういう形で使う

のか。目的がきちんとあって購入したのか。

それとも無理やり農協に買わされたのか。そ

のへんについて、明確な答弁をお願いします。 

○議長（相川繁治君） 総務課長、多田淳史

君。 

○総務課長（多田淳史君） お答えいたしま

す。農協倉庫につきましては、以前より村で

使用させていただいていた経緯もございまし

て、この度、購入のお話、富良野農協自体が

各地の倉庫ですとか、建物について売却した

いということでお話を各自治体にされていた

という経緯もございました。今回、そういう

お話があって、私たちも長年使用させていた

だいたものですから、そのまま継続で使用す

るということと、今後、新たな使用方法とい

うのはまだ考えておりませんが、現在の使用

方法で使用可能だということで、購入をさせ

ていただいたということでございます。 

○議長（相川繁治君） 他に質疑はありませ

んか。 

 ７番、佐野一紀君。 

○７番（佐野一紀君） 25ページをお願いし

ます。４款、衛生費の１項、保健衛生費、１

目、地域センター病院産婦人科医師確保対策

事業負担金についてお聞きします。これは協

会病院のことだと思うんですが、負担金34万

６千円については、過去の利用人数から医師

の確保のための負担金ということだと思いま

すが、お聞きいたします。 

○議長（相川繁治君） 住民課長、小尾雅彦

君。 

○住民課長（小尾雅彦君） 佐野議員のご質

問にお答えいたします。25ページ、４款、１

項、１目、保健衛生総務費の負担金です。議

員のおっしゃるとおり、地域センター病院の

産婦人科医の医師確保対策事業負担金ですの

で、富良野協会病院の産婦人科医の医師の経

費となります。富良野沿線での担当者会議、

首長会議を経て決められたわけですが、過去、

３カ年の患者数割で産婦人科の経費の負担を

取り決めるということで、構成市町村での取

り決めがあります。占冠で患者数割が平成27

年182人、28年で143人、29年で67人、産婦人

科の外来の患者数は３カ年合計で392人とい

う数字で、かかる経費の2201万１千円を富良

野沿線５市町村の構成費割で負担を決めてお

ります。占冠村の負担は1.57％ということで、

算出された金額34万６千円ということで沿線

首長の合意の下で今回、補正措置させていた

だいている状況です。以上です。 

○議長（相川繁治君） ７番、佐野一紀君。 

○７番（佐野一紀君） 産婦人科医師確保と

いうことで説明がありましたが、内科医も協

会病院では０人なんですよね。他の科目の医

者を確保する時にもそういう算定がされると

いうことですか。 

○議長（相川繁治君） 住民課長、小尾雅彦

君。 

○住民課長（小尾雅彦君） 内科医師も不在

の状況で診療されていますが、負担としての

措置は内科の分はございません。地域センタ
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ー病院として関係市町村で負担をしている経

費の名目としては、広域の救急医療対策、小

児救急医療支援。今回、これに加えて産婦人

科医の確保ということでの項目の３点でござ

いますので、これ以上の負担はございません。 

○議長（相川繁治君） 他に質疑はありませ

んか。 

４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） 26ページ、６款、

２項、１目、林業振興費の13目の委託料、

113万４千円、４項目が減額になっています

けれども、この内訳についてお知らせ願いま

す。 

○議長（相川繁治君） 林業振興室長、今野

良彦君。 

○林業振興室長（今野良彦君） 長谷川議員

のご質問にお答えいたします。26ページ、委

託料の減額の内訳でございますが、４項目に

ついてすべて事業が完了しておりまして、そ

のための執行残でございます。その中で、一

番下、村有林材製材業務委託料は当初の見込

みよりもトラック運賃等にかかる経費が安く

抑えられたということが理由となります。そ

のほかは全て事業確定による執行残でござい

ます。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） 村有林材製材事業

委託料が、全部事業が終わっているから減額

したという答弁ですけれども、製材業務等に

ついてはいつ発生するか分からないから、全

部終わったことにはならないんですか。実際

にこの業務はどのようなことをやって、どの

くらい収入があって、どのくらい赤字になっ

たか、事業の内容を丁寧に教えてください。 

○議長（相川繁治君） 林業振興室長、今野

良彦君。 

○林業振興室長（今野良彦君） 長谷川議員

のご質問にお答えいたします。村有林材製材

業務委託につきましては、従来ございません

でした。これについては、保育所の用材とし

て村有林材を使うということで今年取り組ん

だ事業でございます。結果として、これ以上

事業がございませんので事業を確定して減額

したということでございます。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） 製材業ですから保

育所の木を製材するばかりでなく、一般・民

間から製材工場へ仕事が行くのか行かないの

か。行かないならどういうわけで行かないの

か。製材の仕方が悪いから行かないのか。手

挽きするものですから寸検があうとか、あわ

ないとかという話を聞くんですけれども、そ

のへんの中身はどうなっているのか、教えて

ください。 

○議長（相川繁治君） 林業振興室長、今野

良彦君。 

○林業振興室長（今野良彦君） この製材に

つきましては、村が直接、丸太を製材工場に

売ったりするという事業はございません。す

べて、丸太を製材業者に、立木のまま造材業

者に売るという事業を進めております。村が

直接製材をするとか、長谷川議員は簡易製材

機のことをおっしゃっているのかもしれませ

んが、これにつきましては、使いたい人に使

ってもらうということで商売として精度の高

い製材を生産する目的ではございません。あ

くまでも、村が製材をする事業は取り組んで

おりません。 

この村有林材製材業務委託料につきまして

も、名前として、誤解するような面もあるか

もしれませんが、これについては、村有林材

の丸太を直接広葉樹と針葉樹、それぞれ扱う

業者に製材を委託したという形でございまし

て、精度が悪いとかそういう問題の事業では
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ございません。今後も、村の公共施設が立つ

ことがあればこういうような村有林材を使う

ということで業務が増えることがあるかもし

れませんけれども、近々にこういう事業はご

ざいません。今回、保育所の材を村有林材と

して使いたいということでございましたので、

それで作った事業でございます。以上です。 

○議長（相川繁治君） 長谷川議員は３回質

問したので終わりです。 

 他に質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。

これをもって討論を終わります。 

 これから議案第４号、平成30年度占冠村一

般会計補正予算、第３号の件を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第４号は原案のとおり可決

しました。 

 ここで10時55分まで休憩いたします。 

休憩 午前10時42分 

再開 午前10時55分 

○議長（相川繁治君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 

◎日程第５ 議案第５号 

○議長（相川繁治君） 日程第５、議案第５

号、平成30年度占冠村国民健康保険事業特別

会計補正予算、第３号の件を議題とします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

 ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 先ほどもお聞きして

おりますけれども、41ページ、５款、２項、

１目、保健事業費のがん検診委託料の43万円

の増額です。先ほど、国保加入者ということ

でお伺いしたんですが、これは国保の加入者

でがん検診を受ける人が増えたという理由で

よろしいでしょうか、確認です。 

○議長（相川繁治君） 住民課長、小尾雅彦

君。 

○住民課長（小尾雅彦君） 大谷議員の質問

にお答えいたします。41ページ、５款、２項、

１目、保健事業費の13節、委託料の中のがん

検診委託料、43万円の増額です。これまで国

保加入者の分は一般会計で見ていました。９

月の補正でもあったんですが、今年度から国

保加入者の検診業務につきましては交付金が

得られるということで、国保会計での支出に

移行しております。実績に基づいて国保加入

者の分を見込んで数値を出しているんですが、

個別に受診率を上げるような努力ということ

で、医療機関とのやり取りでデータをいただ

く関係で経費も発生したりするものですから、

それぞれ胃がん・肺がん・大腸がんの経費を

実績ではじき直して算出されたということに

なります。 

○議長（相川繁治君） 他に質疑はありませ

んか。 

 ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） 36ページ、歳入の

一覧表があります。今回の補正額と補正後の

額が分かるんですけれども、１点だけ聞きた

いのは、国民健康保険税。補正後の額も補正

額も変わっていないんです。変わらないとい

うことは保険税を徴収しなかったということ
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になると思うんですけど、何千円かは入ると

思うんですけど、そのへんのことについてお

知らせ願います。 

○議長（相川繁治君） 総務課長、多田淳史

君。 

○総務課長（多田淳史君） お答えいたしま

す。この様式の関係で混乱があるかと思いま

すので、私のほうから、様式を変えさせてい

ただいておりますのでご説明させていただき

たいと思います。 

 事項別総括の表になります。こちらは補正

予算の各款の補正予算、補正していないもの

もかかわらず、全ての款について記載してお

ります。ですので、比較でゼロになっている

のは、今回補正をしていないということでゼ

ロ表示です。補正後と補正の前の額が同じと

いうことになっていますので、今後、例えば

３月ですとか、専決のときに国保税はいろい

ろ発生してくると思いますので、確定した場

合は、補正した段階で比較ということで数字

が出てきますので、今回は補正がないという

ことでゼロの表示をさせていただいておりま

す。 

○議長（相川繁治君） 他に質疑ありません

か。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。

これをもって討論を終わります。 

 これから議案第５号、平成30年度占冠村国

民健康保険事業特別会計補正予算、第３号の

件を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第５号は原案のとおり可決

しました。 

 

◎日程第６ 議案第６号 

○議長（相川繁治君） 日程第６、議案第６

号、平成30年度村立診療所特別会計補正予算、

第２号の件を議題とします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。

これをもって討論を終わります。 

 これから議案第６号、平成30年度村立診療

所特別会計補正予算、第２号の件を採決しま

す。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第６号は原案のとおり可決

しました。 

 

◎日程第７ 議案第７号 

○議長（相川繁治君） 日程第７、議案第７

号、平成30年度占冠村簡易水道事業特別会計

補正予算、第２号の件を議題とします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませ
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んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。

これをもって討論を終わります。 

 これから議案第７号、平成30年度占冠村簡

易水道事業特別会計補正予算、第２号の件を

採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第７号は原案のとおり可決

しました。 

 

◎日程第８ 議案第８号 

○議長（相川繁治君） 日程第８、議案第８

号、平成30年度占冠村公共下水道事業特別会

計補正予算、第２号の件を議題とします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。

これをもって討論を終わります。 

 これから議案第８号、平成30年度占冠村公

共下水道事業特別会計補正予算、第２号の件

を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第８号は原案のとおり可決

しました。 

 

◎日程第９ 議案第９号 

○議長（相川繁治君） 日程第９、議案第９

号、平成30年度占冠村介護保険特別会計補正

予算、第２号の件を議題とします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。

これをもって討論を終わります。 

 これから議案第９号、平成30年度占冠村介

護保険特別会計補正予算、第２号の件を採決

します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第９号は原案のとおり可決

しました。 

 

◎日程第10 同意案第１号 

○議長（相川繁治君） 日程第10、同意案第

１号、占冠村教育委員会委員の任命につき同

意を求めることについての件を議題とします。 
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 提案理由の説明を求めます。 

 村長。 

○村長（田中正治君） 議案書の81ページを

お願いいたします。同意案第１号、占冠村教

育委員会委員の任命につき同意を求めること

について、提案理由をご説明申し上げます。 

 占冠村教育委員会委員の任期満了に伴い、

新たに門間敬行氏を教育委員会委員として任

命したいので地方教育行政の組織及び運営に

関する法律第４条第２項の規定により議会の

同意を求めるものでございます。 

 同氏は1996年に本村に移住して以来、自然

写真家として活動されると共にコミュニテ

ィ・スクールにおける地域学習の講師など地

域と密着した教育活動もされていることから

今後の本村の教育行政を進めるうえで適任と

考えており、同意を求めるものでございます。

なお、同氏の経歴につきましては、裏面のと

おりでございます。任期は平成31年１月１日

から平成34年12月31日まででございます。以

上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（相川繁治君） これから質疑を行い

ます。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

討論を省略します。 

 お諮りします。 

 同意案第１号、占冠村教育委員会委員の任

命につき同意を求めることについての件は、

これに同意することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって同意案第１号、占冠村教育委員

会委員の任命につき同意を求めることについ

ての件は、これに同意することに決定しまし

た。 

 

◎日程第11 意見書案第10号から日程第14 

意見書案第13号 

○議長（相川繁治君） 日程第11、意見書案

第10号、難病医療費助成制度の改善を求める

意見書の件から日程第14、意見書案第13号、

核兵器禁止条約の日本政府の署名と批准を求

める意見書までの件、４件を一括議題としま

す。 

 提案理由を求めます。意見書案第10号につ

いては大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 意見書案第10号、難

病医療費助成制度の改善を求める意見書。こ

のことについて、別紙のとおり意見書を提出

します。平成30年12月14日提出、提出者、占

冠村議会議員、大谷元江。賛成者、同、山 

本敬介。賛成者、同、佐野一紀。 

難病医療費助成制度の改善を求める意見書。

「難病の患者に対する医療費等に関する法

律」の第一条には、「難病の患者に対する良

質かつ適切な医療の確保及び難病の患者の療

養生活の質の維持向上を図り、もって国民保

健の向上を図ることを目的とする」と定めら

れています。よって、政府においては、以下

の事項を実現されることを求めます。 

 記、１、患者数を理由にした対象疾患外し

を行わないこと。 

２、次の事項について2014年12月以前の取

扱いに戻すこと。①市町村民税非課税者、重

症患者の自己負担をなくすこと。②調剤薬局

の薬代や訪問看護費の自己負担をなくすこと。

③入院時食費の給付外しをやめ、自己負担限

度額に含めること。④早期からの治療が重要

であり、指定難病の医療費助成について重症

度分類による選別（いわゆる「軽度者」の対

象除外）をやめ、軽度者を含めた全ての指定

難病患者を医療費助成の対象とすること。 
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３、月額自己負担上限は患者単位とし、限

度額を2014年12月までの基準に引き下げるこ

と。 

４、難病医療費助成（小児慢性特定疾患を

含む）にあたって必要な臨床調査個人票（診

断書）の料金を補填する制度を創設し、新規

認定及び更新認定時に公費助成を行うこと。 

以上、地方自治法第99条の規定により意見

書を提出します。平成30年12月14日、北海道

勇払郡占冠村議会議長、相川繁治。意見書提

出先、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、

厚生労働大臣です。以上、審議よろしくお願

いします。 

○議長（相川繁治君） 意見書案第11号につ

いては、五十嵐正雄君。 

○６番（五十嵐正雄君） 意見書案第11号、

2019年度地方財政の充実・強化を求める意見

書。このことについて、別紙のとおり意見書

を提出します。平成30年12月14日提出、提出

者、占冠村議会議員、五十嵐正雄。賛成者、

同じく、工藤國忠。賛成者、同じく、大谷元

江。 

2019年度地方財政の充実・強化を求める意

見書。これらについては例年意見書を出して

おりますので、説明を避けまして、2019年度

の政府予算と地方財政の検討にあたっては、

社会保障予算の充実と地方財政の確立をめざ

すことが必要です。このため、政府に以下の

事項の実現を求めます。 

 記、１、子ども・子育て支援新制度、地域

医療の確保、介護保険制度や国民健康保険制

度の充実など、急増する社会保障ニーズへの

対応と人材を確保するための社会保障予算の

確保および地方財政措置を的確に行うこと。 

２、社会保障、災害対策、地域交通対策な

ど、増大する地方自治体の財政需要と、公共

サービスの提供に必要な人員を的確に把握し、

これに見合う地方一般財源総額の確保をはか

ること。 

３、地方交付税における「トップランナー

方式」の導入は、地域によって人口規模・事

業規模の差異、各自治体における検討経過や

民間産業の展開度合いの違いを無視して経費

を算定するものであり、廃止・縮小すること。 

４、住民の命と財産を守る防災・減災事業

は、これまで以上に重要であり、公共施設の

耐震化や緊急防災・減災事業の対象事業の拡

充と十分な期間の確保を行うこと。 

５、2015年度の国勢調査を踏まえた人口急

減・急増自治体の行財政運営に支障が生じる

ことがないよう、地方交付税を算定すること。 

６、各種税制の廃止、減税を検討する際に

は、自治体財政に与える影響を十分検証した

上で、代替財源の確保をはじめ、財政運営に

支障が生じることがないよう対応をはかるこ

と。 

７、地方交付税の財源保障機能・財政調整

機能の強化をはかり、市町村合併の算定特例

の終了を踏まえた新たな財政需要の把握、小

規模自治体に配慮した段階補正の強化などの

対策を講じること。 

８、地方自治体の基金は、2004年度の地方

交付税・臨時財政対策債の一般財源の大幅削

減による自治体財政危機、自治体にかかわる

国の突然の政策変更、リーマンショックなど

の経済環境変動下でも、災害の復旧や住民の

福祉向上のために必要な事業に対応できるよ

う積み立てたものであり、これを地方財政計

画へ反映しないこと。 

以上、地方自治法第99条の規定により意見

書を提出する。平成30年12月14日、北海道勇

払郡占冠村議会議長、相川繁治。意見書提出

先、内閣総理大臣以下、書かれているとおり

であります。以上で提案を終わります。よろ
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しく審議お願いします。 

○議長（相川繁治君） 意見書案第12号につ

いては、佐野一紀君。 

○７番（佐野一紀君） 意見書案第12号、道

教委「これからの高校づくりに関する指針」

を抜本的に見直しすべての子どもにゆたかな

学びを保障する高校教育を求める意見書。こ

のことについて、別紙のとおり意見書を提出

します。平成30年12月14日提出、提出者、占

冠村議会議員、佐野一紀。同じく賛成者、大

谷元江。同じく賛成者、山本敬介。 

意見書の中身について読み上げて提案をし

ていきたいと思います。道教委は、2006 年に

策定した「新たな高校教育に関する指針」

（以下、「旧指針」）に基づき、毎年度「公立

高等学校配置計画」を決定し、高等学校の募

集停止や再編・統合を行ってきました。2019

～21 年度の「公立高等学校配置計画案」にお

いては、再編・統合によって、募集停止や大

規模な削減になっています。 

地元の高校を奪われた子どもたちは、遠距

離通学や下宿生活等を余儀なくされ、精神

的・身体的な負担が増え、保護者の経済的負

担増も報告されています。子どもの進学を機

に地元を離れる保護者も現れ、過疎化が進み、

地域の活力を削ぐこととなっています。 

「通学費・制服代・教科書代」の補助や、

やむなく町立移管とするなど、地域の高校を

存続に向け努力している自治体は数多くあり、

これらは本来、道教委が行うべきことであり、

各自治体に責任を負わせ、すべての子どもた

ちに等しく後期中等教育を保障しなければな

らない教育行政としての責任を放棄している

と言えます。 

道教委は新指針を３月に公表し、「望まし

い学級規模を４～８学級とし再編整備を進め

る」ことを基本とし、地域の要望や実態をま

ったく踏まえたものとなっていません。問題

点を一切改めない「新指針」によって、今後

も統廃合が進むことは明らかであり、「都市

部への一極集中」や「地方の切り捨て」によ

り地域間格差が増大し、北海道地域全体の衰

退につながります。 

したがって、広大な北海道の実情にそぐわ

ない抜本的に見直し、中学卒業者数の減少期

だからこそ、学級定数の見直しを行うなど、

地域に高校を存続させ、地域の意見・要望を

十分反映させ、地域の経済・産業・文化の活

性化を展望した新たな「高校配置計画」「高

校教育制度」を創り出していくことが必要で

す。以上の趣旨にもとづき、次の事項につい

て要請します。 

 記、１、道教委が３月に策定した「これか

らの高校づくりに関する指針」は、地域の教

育や文化だけでなく、経済や産業など地域の

衰退につながることから、撤回すること。も

しくは、これまでの「指針」による「序列

化」「高校間・地域間格差」などの問題点を

改善させる事項を盛り込むなど、抜本的に見

直すこと。 

２、すべての道内公立高校の学級定員を 30

人以下学級に引き下げること。 

３、教育の機会均等と子どもの学習権を保

障するため、「遠距離通学費等補助制度」の

５年間の年限を撤廃するとともに、以前より

高校が存在しない町村から高校へ通学する子

どもたちも制度の対象とすること。 

４、地域連携特例校および農業、水産、看

護または福祉に関する学科を置く高校につい

ては、所在市町村をはじめとした地域におけ

る具体的取組とその効果を勘案して「５月１

日現在の第１学年の在籍者が２年連続して 10

人未満となった場合」も再編整備を行わない

こと。 
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５、しょうがいのある・なしにかかわらず、

希望するすべての子どもが地元の高校へ通う

ことのできる後期中等教育を保障するため、

「地域合同総合高校」の設置など、ゆたかな

高校教育を実現するため検討をすすめること。 

以上、地方自治法第 99 条の規定により意

見書を提出する。平成 30 年 12 月 14 日、北

海道勇払郡占冠村議会議長、相川繁治。意見

書提出先は記載のとおりであります。ご審議

のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（相川繁治君） 意見書案第13号につ

いては、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 意見書案第13号、核

兵器禁止条約の日本政府の署名と批准を求め

る意見書。このことについて、別紙のとおり

意見書を提出します。平成30年12月14日提出、

提出者、占冠村議会議員、山本敬介。賛成者、

同じく、工藤國忠。賛成者、同じく、佐野一

紀。 

意見書の中身について要約して読みながら

趣旨を説明していきます。核兵器禁止条約の

日本政府の署名と批准を求める意見書。広島

と長崎にアメリカの原子爆弾が投下されてか

ら72年を経た2017年７月７日の国連会議で国

連加盟国の３分の２にあたる122カ国の賛成

で国際法史上初めて核兵器禁止条約が採択さ

れました。核兵器禁止条約は、核兵器につい

て破滅的な結末をもたらす非人道的な兵器で

あり、国連憲章、国際法、国際人道法、国際

人権法に反するものであると断罪して、これ

に「悪の烙印」を押しました。核兵器はいま

や不道徳であるだけでなく、歴史上はじめて

明文上も違法なものとなりました。 

 同じ年の９月20日にはニューヨークの国連

本部で署名式典が開かれ、賛同する国々によ

る署名と批准の手続きが始まりました。この

歴史的な核兵器禁止条約採択への貢献が評価

され、12月10日には2017年のノーベル平和賞

が国際 NGO「核兵器廃絶キャンペーン」

（ICAN）に授与されています。 

 平和首長会議は2017年８月の第９回総会で

「核兵器禁止条約の早期発効を求める特別決

議」を可決しました。核兵器禁止条約は、被

爆者とともに我々国民が長年にわたり熱望し

てきた核兵器完全廃絶につながる画期的なも

のであると思います。 

 核兵器禁止条約の採択から１年余。国際政

治でも各国でも前向きな変化が生まれていま

す。条約調印国はアジア、ヨーロッパ、中南

米、アフリカ、太平洋諸国の60カ国、批准国

は15カ国にひろがっています。唯一の被爆国

である日本の政府は、被爆国として核兵器全

面禁止のために真剣に努力すべきです。それ

が国際社会における日本の役割ではないでし

ょうか。その証として、核兵器条約に署名、

批准することを強く求めます。 

 記、１、日本政府が速やかに核兵器禁止条

約に署名することを求める。 

以上、地方自治法第99条の規定により意見

書を提出する。平成30年12月14日、北海道勇

払郡占冠村議会議長、相川繁治。意見書提出

先、安倍内閣総理大臣、外務大臣。以上です。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（相川繁治君） これから質疑を行い

ます。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

 討論を省略します。 

 これから、意見書案第10号、難病医療費助

成制度の改善を求める意見書の件を採択しま

す。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異
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議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。

したがって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

これから、意見書案第11号、2019年度地方

財政の充実・強化を求める意見書の件を採択

します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。

したがって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 これから、意見書案第12号、道教委「これ

からの高校づくりに関する指針」を抜本的に

見直しすべての子どもにゆたかな学びを保障

する高校教育を求める意見書の件を採択しま

す。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。

したがって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 これから、意見書案第13号、核兵器禁止条

約の日本政府の署名と批准を求める意見書の

件を採択します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。

したがって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 

◎日程第15 閉会中の継続調査・所管事務調

査申出 

○議長（相川繁治君） 日程第15、閉会中の

継続調査・所管事務調査申出の件を議題とし

ます。議会運営委員長及び総務産業常任委員

長から会議規則第74条の規定により、お手元

に配布した申出書のとおり、閉会中の継続調

査・所管事務調査の申し出がありました。 

 お諮りします。 

 委員長からの申し出のとおり、閉会中の継

続調査・所管事務調査とすることにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。

したがって、委員長から申し出のとおり、閉

会中の継続調査・所管事務調査とすることに

決定いたしました。 

 

◎閉会宣言 

○議長（相川繁治君） 以上をもって本定例

会に付議された案件はすべて終了しました。 

 したがって、会議規則第７条の規定により、

本日で閉会したいと思います。ご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。

したがって、本定例会は本日で閉会すること

に決定しました。 

 これで、本日の会議を閉じます。平成30年

第４回占冠村議会定例会を閉会いたします。 

閉会 午前11時34分 
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地方自治法第 123条第２項の規定により署名する。 

           

         平成 ３１年  １月 １１日  

占冠村議会議長   相 川 繁 治 

（署 名 議 員） 

占冠村議会議員   山 本 敬 介 

占冠村議会議員   五十嵐 正 雄 


